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『
羅
文
居
士
病
中

一
件
留
』

解

題

・
翻
刻
、
上

神

田

正

行

 

 

 

 
解

題

 

 

 

 

一

 

寛
政

十
年

(
一
七
九

八
)

八
月

、
曲

亭
馬

琴

は
長
兄

・
台

右
衛
門

興
旨

(俳

号
東

岡
舎
羅

文
)

を
喪

っ
た
。
安

永

四
年

(
一
七
七

五
)

三
月

、

一

家

の
長

で
あ

る
父

・
運

兵
衛

興
義

を
亡

く

し

て
以
来
、

滝
沢

家
を

一
身

に

担

っ
て

い
た

の
が
、

こ
の
興

旨

で
あ

っ
た
。

末
弟

の
馬

琴
も

、
特

に
十
九

の
年

に
母

も
ん

を
喪

っ
て
以

後

は
、

羅

文

の

こ
と
を

「
親

と
も
兄

と
も
」

慕

っ
て

い
た

の
で
あ

る
。

 

羅
文

の
生

涯
を
概

観

す

る

に
は
、
馬

琴
自

ら
記

し

た
家

記

『
吾
仏

の
記
』

(巻

一
・
五

の

「
羅
文

譜

」
)

に
如

く

は
な

い
が

、

こ

こ
で

は
羅
文

の

一

周
忌
追

悼
集

『笠

の
露

』

に
収

め
ら

れ
た

、
俳
友

・
豊

田
蘇

山
描

く
と

こ

ろ

の
羅
文
肖

像

に
、
馬

琴
が

記

し
た
画

賛

の

一
文

を
、

句
読

を
補

っ
て
紹

介

す
る
。

 

 

 

 
居

士
性

ハ
源
瀧

澤

氏
、
名

ハ興

旨

、
字

ハ
台
右

衛
門
。

若
冠

従

」師

 

 

 

 
竹

庵
吾

山

～遊

コ
俳

譜

～。

而
〆
号
コ
東

岡
舎

羅

文
↓
。

嘗
テ
楡
犬菅

袴

 

 

 

 
之

間

ラ
、

以
耽

⊃
風

月

之
情

巴
。
平

日

所

〃
吟

ル
佳
句

最

モ
多

シ
 
。

 

 

 

 
寛

政
十
年

七

月
、

頓

二感

テ
患

コ
協
熱

痢
づ
。
同

八
月

十

二
日
癸
卯

 

 

 
 
夜

亥
刻

、
没

ユ
子

飯
穎

山
下

山

口
直

良

君
之
藩
古
7
 。

行
年

四
十

 

 

 
 
才

、
法

号
〆
日
コ
深
誉
勇

遠

羅
文

居
士
外
。

 

 

 
 

 
 

 

家
弟

 

瀧
澤

馬
琴

謹
誌

 
 
[
印
]

(馬

)

[
印
]

(琴

)

 

以
下

に
翻

刻

す
る

『
羅
文

居
士

病
中

一
件

留
』

(以
下
適

宜

略
称

す

る
)

は
、
羅

文

の
発
病

か
ら
そ

の
死

に
至

る
ま

で

の
経

過
を
、

馬
琴

が
事

細

か

に
記

し
た
記

録

で
あ

り
、

そ

の
記

事

は
羅
文

の
死
没
以
後

の
事

情

に
ま

で

及

ぶ
。

『吾

仏

の
記
』

巻

一

・
羅

文
譜

の
末

尾

に
、

馬

琴
自

ら

「
抑

羅
文

君

の
病

中

の
事

は
、

そ

の

日
記

別

に
あ

り
」

(六
十

三

丁
裏

)

と
記

し

て

い
る
よ

う

に
、

『
吾
仏

の
記
』

等

と
相

補

う

べ
き
資

料

で
あ

り

な
が

ら
、

こ

の

『
病
中

一
件

留
』

に
関

し

て
は
今

日

に
至

る
ま

で
、

研
究

は

お
ろ

か

紹

介

さ
え
十

分

に
行

な
わ

れ

て
は

い
な

い
。

 

 

 
 

二

 

『
病
中

一
件
留

』

の
原
本

は
現
在

、
滝

沢
家

か
ら
天

理
図
書

館

に
寄
託

さ

れ
て

お
り
、

そ

の
基

本
的

な
書

誌

は
、

既

に
金

子
和

正
氏

の

「瀧

沢
家

寄

託
書

類
目

録

」

に
見
え

て

い
る

の
で
、

以
下

に
こ
れ
を
引

用
さ

せ

て

い

た
だ

く
。

な
お
冒

頭

の

「
11
」

は
、

同
目
録

の

「
馬
琴
琴

嶺
等

遺
筆

遺

品

之
部

」

(琴

嶺

は
馬
琴

の
息

興
継

)

に

お
け
る
通

番

で
あ

る
。

 26一



 
 

11
羅
文

居
士
病
中

一
件

留

 
写
 

 

 

 

 

 

 

 
一
冊

 
 
 

馬
琴
筆

 
淡
茶

色
表

紙
 

縦

二
三

・
四
糎

×
横

一
六

・
七
糎
 

九

 
 
 

十
七

丁
 
題

籏
中
央

無

辺

「羅

文
居

士
病

中

一
件
留

 
全

」

 
右

に
若

干
の
補
筆

を
試

み
れ
ば

、

丁
数

は
九
十

六

で
遊

び
紙

は
前
後

と

も

に
な
く
、

記
事

は
後
表
紙

封

面

に
ま

で
及

ぶ
。

内
題

は
な
く
第

}
丁
表

の

一
行
目

か
ら
本
文

が
始

ま

っ
て

い
る
。
識

語

・
奥
付

等

は
な

く
、
後

表

紙

に

「
瀧
澤

蔵
書
」

の
正
方

印

が
押

さ
れ

て

い
る
。

 
記

事

に
は
朱
筆

に
よ

る
訂
正

・
補
筆

が
所

々
に
施

さ
れ

て

お
り
、

一
部

に
は
朱

筆
を

さ
ら

に
墨
筆

で
再
訂

正

し
た
部

分

も
あ

る
。

若
干

の
語

に
傍

訓
が

施

さ
れ
て

い
る
が
、

こ
れ

は
訂

正
等

の
た

め
判
読

し

づ
ら

く
な

っ
た

文
字

に
付

さ
れ

た
も

の
が
多

い
。

ま

た
、
全

体

に
句
読

点

は
施

さ
れ

て

い

な

い
。

 
記

事

は
寛

政
十
年

七
月

十
九

日

の
羅
文

発
病

に

は
じ

ま
り
、

八
月

十

二

日

に
お
け
る
羅
文

死
没

を
経

て
、
翌

十

一
年

八
月
十

四

日

に
お
け

る
羅
文

の
息

女

つ
た

の
死
を
も

っ
て
欄

筆

さ
れ

て

い
る
。
記

述
内

容

に
は
疎

密
が

あ

り
、
羅
文

の
死
没
ま

で
は
羅

文
周

辺

の
出

来
事

が

、

日
を
追

っ
て
事
細

か
に
記

さ
れ

て
い
る
が
、

葬
儀

後

の
八
月

十
五

・
十

六
両

日
以

降
、

記
録

を
欠

く

日
が
次
第

に
増
加

し

て
ゆ
く

。

も

っ
と
も
本

書

の
性
格

か
ら
す

れ

ば

、

こ
れ
は
別
段
怪

し

む

に
は
足

り
な

い
で
あ

ろ
う

。

 
字

詰
め
は
毎

半
葉
十

一
行

。
た
だ
し

九
十

六
丁

は
裏
表

と
も

に
十

二
行
、

後
表

紙
封

面
は
十

四
行
詰

め

と
な

っ
て
お
り
、

こ

の
部
分

の
簡

略

な
記
述

と
相
侯

っ
て
、

記
録
時
期

の
隔

た

り
を
感

じ

さ
せ

る
。

 
 

三

『吾
仏
の
記
』
巻

一
及
び
巻

五

の
羅

文
譜

に
も
、

羅
文

が
病

床

に
あ

っ

た
折

の
記

事

は
見
出

し
得

る
。

し

か
し

『病

中

一
件
留

」

の
方

が
記

述
が

よ

り
具
体

的

で
あ
り
、

羅
文

譜

の
該
当

部

分

は

『病
中

一
件

留

』

の
記
述

を
簡

略
化

し

た
も

の
と
考

え
ら

れ
よ

う
。

 

も

っ
と
も

『病

中

一
件
留

』

に
は
、

後

に
整

理

さ
れ

た
跡

が
散
見

さ

れ

る
。

八
月

八
日

の
記
事

中

、

羅

文

と

の
会

話

を

記

し

た
後

に
、

同
筆

で

「
跡

々

に
而
存

候

へ
は
、
誠

に

こ

の
句

こ
そ
御

辞

世

と
存

候
」

(
二
十

六

丁

裏
)

と
記

し

て

い
る
が
如

き

は
、

そ

の
顕
著

な
例

で
あ

る
。

 

ま

た
、

八
月

二
十

三
日

の
記
事

中

、
羅

文

の
俳
友

・
松

居
自

得

の
訪
問

を

記

し

た
箇
所

(九

丁

裏
)

の
欄

上

で

は
、
「
松

居

氏

、
昨

廿

二
日

の
事

に
候
。

日
付
前

後

い
た

し
候
」

と
朱
書

し
た

も

の
が
、
更

に
朱

筆

で
滅

し

て
あ

る
。

続

く
修
験

者

・
梅

の
院

に
関

す

る
記

載

(十
丁

表
)

の
欄

上

で

も

、
や

は
り

「
梅

の
院
参

り
候

も
昨

廿

二
日

の
事

に
候
」

と

の
朱
書

が
、

朱

筆

で
消

去

さ
れ

て

い
る
。

日
を
追

っ
て
書

か
れ

た
記
録

で

あ
れ
ば

、

斯

く

の
如

き
補
筆

は
な
さ

れ
る

べ
く

も
な

く
、

こ

の
点

か
ら
も

『
一
件
留

』

は
、
生

の
記

録

で
は
あ

り
得

な

い
。

 

こ
の
整
理

が

い

つ
ご

ろ
行

わ
れ

た

か
を
推
察

す

る
た

め

に
は
、
先

に
指

摘

し

た
記
述

形
式

の
不
統

一
が
手
懸

か
り
と

な

る
で
あ

ろ
う

。
前
記

の
通

り
、

『
病
中

一
件
留

』

は

ほ
ぼ

一
貫
し

て
毎

半

葉
十

一
行
詰

め

で
記

さ

れ

て

い
る
が
、

九
十

六
丁

で

は
裏

表

と
も

に
十

二
行
詰

め
と
な

り
、
続

く

裏

表

紙

の
封
面

で

は
、

更

に
無

理
を

し
た
字

詰

め

に
な

っ
て

い
る
。

 

こ
の
部
分

に
は
、
羅
文

死

没

の
翌
年

・
寛

政
十

一
年

の
出

来
事

が
記

さ

れ

て
お
り
、

そ

の
末

尾

に
は
、
同

年

八
月
十

四

日

に
お
け

る
羅
文

の
娘

・

蔦

の
死
が
語

ら

れ
て

い
る
。

 

恐

ら
く

は
、
蔦

の
死

に
至

る

一
連

の
事
情

を
改

め

て
追

加

す

る
折
、

紙

員

の
不
足

が
予
想

さ

れ
た
が

故

に
、
馬

琴

は
行
間

を
詰

め

て
筆

記
し

た

の

一27一



で
あ

ろ
う
。
蔦

の
天
折

を
予
想

さ

せ
る

よ
う
な

記
述

が
見
受

け
ら

れ
な

い

こ
と

か
ら
も

、
寛

政
十
年

中

の
記
事

は
、

蔦

の
死
没

以
前

に

一
旦

ま

と
め

ら

れ
た

も

の
と
考

え
ら

れ
る
。

 

特

に
羅
文
病

臥
中

の
事

情
を

記
す
折

に
、
馬
琴

が
原
資

料

と
し

て
用

い

た

の
は
、
主
治

医

と
も
言

え

る
山
本
楊

庵

(馬
琴

の
師
侍

し

た
宗

洪

の
息

子

)

の
た
め

に
日

々
記
し

た
、
病

状
書

の
如

き

も

の
で
あ

っ
た

に
違

い
な

い
。

こ
の
病
状

書

に

つ

い
て

は
、
九

丁
裏

に

「
通
し

・
食

物

共
、

日

々
帳

に
記
し

置
、
楊

庵
様

へ
御

覧

に
入
申

候
」

と
記

さ
れ

て

い
る
。 

(未

了

)

注

(1
) 

早
稲

田
大
学

図
書

館
蔵

(曲
亭
叢
書

一
〇
九
番
)

の
馬
琴
自
筆

本
に
よ
る
。

 

な
お
引
用

の
画
賛

な
ら
び

に
肖
像
は
、

『曲
亭
遺

稿
』

(明
治

四
十

四
年

三
月
、

 

国
書
刊

行
会
)
所
収

の
翻
刻

で
は
省
略

さ
れ
て

い
る
。

(
2
) 

『吾
仏

の
記
』
か
ら

の
引
用

は
、

「近
世
文
芸
叢
刊
」
所
収

の
影

印
本

(昭
和

 

四
十

四
年
十

一
月
、
般
庵
野
間
光
辰
先
生

華
甲
記
念

会
)
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。

(
3
) 

ビ
ブ

リ
ア
第
37
号

(昭
和
四
十

二
年
十
月
)
。

凡
例

・
今

回

は
全

九

十
七

丁

(最

終
丁

は
後

表
紙

封
面

)

の
う

ち
、

前
半

の
四

十

七
丁
表

ま

で
を
翻
刻

す

る
。

・
可
能

な
限
り
底

本

に
忠
実

に
翻

刻

す
る
。

た
だ

し
以
下

の
要

領

で
、

一

部
本

文

に
改
変

を
加

え
た
。

 

(ア
)
本

文

に
は
句

読
点

共

に
施

さ

れ

て

い
な

い
が
、
判

読

に
際

し

て
こ

 
 

れ
を
補

っ
た
。

 

(イ
)
「
こ
と

」
「
よ
り
」

「
菩
薩

」
等

の
合
字

は
開

い
て
示

し
た
。

 

(ウ
)
羅
文

の
主
家

・
山

口
家

に
対

す

る
遠

慮

は
、
空
格

・
改

行

の
両
様

 
 

を

も

っ
て
示

さ
れ

て

い
る
が
、

こ
れ

を
空
格

に
統

一
し
た

。

 

(
エ
)
原

本

に
は
丁

付
け

が
施

さ
れ

て

い
な

い
が

、
私

に

(ー

オ
)

の
ご

 
 

と

く
、

丁
数

と
表

・
裏

の
別

を
略

記

し
た
。

 

(オ
)
本

文
中

の
合

点

(
一
行

の
う

ち

で
項

目
が

改

め
ら
れ

る
場

合

や
、

 
 

日
付

の
上

部
等

に
施

さ
れ

る
)

や
、
日

付

の
下

に
記

さ

れ

た
干
支

・

 
 

天

候
は
、
今
回
翻

刻

の
部
分

に
関
し

て
は
例
外

な
く
朱

筆

で
あ

る
が
、

 
 

こ
れ
ら

は

一
々
断
ら

な

か

っ
た

(な

お
八
月

二
十

一
日

～

二
十

三
日

 
 

の
干
支

・
天
候

は
、
朱

筆

に
よ

る
記
入

の
後

に
、
墨

書

で
上

書

き
訂

 
 

正

が
施

さ
れ

た
も

の
と
思

し

い
。

本
翻

刻

で
は
朱
筆

部

分

を
本
文

と

 
 

し

た
上

で
、
上
書

き

部
分

を
傍
記

し

た
)
。

 

(
カ
)
割

書

・
傍
書

・
細
字

は

〔

〕

に
入

れ

て
示
し
、

そ

の

い
ず

れ

で

 
 

あ

る

か
を

記

し
た
。

ま
た
、

後

か
ら
補

入

さ
れ
た
文

字

は

[

]

に

 
 

入

れ

て
示

す
。

こ
れ

ら

の
も

の
が
朱

で
記
さ

れ

て

い
る

場
合

は
、

特

 
 

に
朱

筆

で
あ

る
旨

を
傍

記

し
た
。

 

(
キ
)
誤
字

を

墨
滅

の
後
、

正

し

い
表
記

を
右

傍

に
記

し
た
箇

所

も
若

干

 
 

存

す
る
が

、

一
々
断

る

こ
と
は

せ
ず

、

訂
正
後

の
形

を

示
す

に
と
ど

 
 

め

た
。

 

(
ク
)
文

中

の
片
仮
名

は
、

数
詞

・
ル
ビ
等

若
干

を
除

い
て

、
全

て
平

仮

 
 

名

に
改

め
た
。

・
本

文
判

読

に
際
し

て
徳

田
武

・
内

田
保
廣

の
両

氏
か
ら
教

示
を

賜

っ
た
。

ま

た
、
翻

刻
を

ご
許
可

い
た
だ

い
た
滝

沢
精

氏
、

並
び

に
天

理
図
書

館

の

各
位

に
も
、
改

め

て
お
礼
申

し
上

げ

る
。

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
(
か
ん
だ

・
ま

さ
ゆ
き

)
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翻
刻

羅
文
居
士
病
中

一
件
留
 
全
 
(題
簸
)

へ
寛
政
十
戊
[午
]年
七
月
十
九
日

〔朱
傍
書

・
か
の
と
の
巳
の
日
快
晴
〕

 
昼
九

ッ
時
頃
、
従
皇
右
衛
門
様
御
使
参
り
、
御
病
気
之
由
、
早
々
参
候

 
様
被
仰
下
候
に
付
、
直
[に
]参
り
候
而
、
御
様
子
伺
候
庭
、
全
陰
症
之

 
傷
寒
と
相
見
へ
、
鳴
言
な
と
専
ら
被
仰
、

一
向
人
事
御
弁
不
被
成
候
御

 
様
子
に
被
成
御
座
、
御
豚
相
伺
候
庭
、
数
に
し
て
大
と
可
申
御
詠
体
に

 
有
之
候
。
い
つ
頃
よ
り
之
御
不
快
に
哉
と
承
候
所
、
一
体
盆
前
よ
り
少
々

 
御
気
分
御
勝
不
被
成
候
由
。
兎
角
喧
度
々
出
、
御
鼻
之
様
子
例
と
は
か

 
は
り
候
様
に
思
召
候
得
と
も
、
御
食
事
等
は
平
生
之
通
に
被
成
御
座
候
。

 
昨
日
も
少
々
御
不
快
に
は
候

へ
と
も
、
押
而
御
勤
被
成
、
昨
夜
四
ッ
時

 
頃
(ー
オ
)御
用
部
屋
御
引
被
成
、
直
に
御
休
み
被
成
候
。
然
候
庭
夜
七
ッ

 
時
前
よ
り
御
腹
痛
被
成
候
由
に
而
、
夜
明
迄
三
四
度
程
大
便
に
御
起
被

 
成
候
。
尤
痢
申
候
。
今
朝
よ
程
御
熱
気
有
之
候
由
に
は
有
之
候
得
と
も
、

 
御
膳
も
か
る
く
二
膳
被
召
上
、
御
自
身
手
紙
御
認
被
成
、
山
本
楊
庵
様

 
え
御
様
体
被
仰
遣
、
御
薬
取
に
被
遣
、
則
御
薬
御
用
被
成
候
。
然
に
先

 
刻
よ
り
俄
に
御
熱
気
出
、
ケ
様
に
う
は
言
等
被
仰
候
に
付
、
驚
候
而
申

 
遣
候
旨
、
お
添
殿
被
仰
聞
候
。
何
様
御
大
病
之
御
様
子
に
付
、
清
右
衛

 
門
手
紙
相
認
、
山
本
様
御
見
廻
之
儀
申
上
候
。
此
間
、
専
ら
う
は
言
等

 
被
仰
候
而
、
度
々
厩

へ
御
出
被
成
候
。
大
便
は
通
し
不
申
、
色
よ
き
血

 
斗
御
通
し
被
成
候
。
(ー
ウ
)大
便
に
御
立
被
成
候
度
に
、
人
を
突
の
け

 
御
立
被
成
候
御
勢
ひ
、
全
く
御
熱
気
之
業
と
相
見

へ
候
間
、
兎
角
厨
え

 
御
出
被
成
候
は
不
可
然
候
間
、
丸
に
而
御
大
便
被
成
可
然
旨
、
達
而
申

 
上
候
得
は
、
其
後
は
丸
え
の
み
被
成
候
。
程
な
く
楊
庵
様
御
見
廻
被
成
、

様
子
御
診
之
上
、
以
の
外
之
大
病
也
。

一
体
つ
よ
く
外
邪
に
感
候
、
協

熱
痢
之
症
に
有
之
、
兎
角
余
人
え
も
見
せ
候
而
薬
も
ら
ひ
可
然
旨
被
仰

聞
、
御
薬
三
帖
程
被
下
候
。
先
刻
よ
り
お
き
く
も
参
り
居
看
病

い
た
し
、

久
吾
殿
も
度
々
被
参
候
。
是
よ
り
御
薬
え
人
参
入
申
候
。
人
参
十
匁
程

楊
庵
[様
よ
り
]被
下
候
。 

御
上
に
而
も
様
子
御
聞
被
成
、
殊
之
外
御

驚
思
召
候
由
、
医
師
迎
等
之
儀
、
無
手
支
様
申
付
遣
(2
オ
)
へ
く
候
。

外
に
医
師
等
存
寄
も
有
之
候
は
〉
、
無
遠
慮
可
申
出
候
。
 

上
よ
り
御

た
の
み
被
仰
遣

へ
く
旨
被
仰
下
、

一
統
難
有
旨
申
上
候
。
今
晩
片
倉
元

周
老
え
見
廻
之
儀
た
の
み
遣
し
、
迎
之
駕
僕
等
 
上
よ
り
御
貸
被
下
、

則
 
殿
様
御
た
の
み
之
御
口
上
被
仰
遣
候
に
付
、
元
周
其
夜
五
ッ
時
頃

見
廻
被
申
、
清
右
衛
門
罷
出
今
朝
よ
り
之
様
子
委
し
く
咄
候
而
楊
庵
様

被
仰
聞
候
段
、
井
御
薬
何
々
を
御
用
被
成
候
思
召
も
有
之
候
は
》
、
何

卒
御
薬
御
も
ら
ひ
申
度
旨
た
の
み
申
候
。
元
周
被
申
聞
候
は
、
御
大
病

に
は
有
之
候
得
と
も
、
當
時
之
御
様
子
に
而
は
、
さ
の
み
御
大
切
之
儀

に
も
無
之
、
血
の
下
り
候
も
少
々
つ
〉
度
々
下
り
候
も
有
之
、
又
症
に

寄
候
而
(2
ウ
)四
五
升

一
度
に
通
し
候
も
有
之
候

へ
と
も
、
さ
の
み
気

遣
之
儀
に
は
無
之
、
楊
庵
様
御
見
立
御
薬
と
も
随
分
可
然
候
。
別
に
存

寄
も
無
之
、
殊
に
甚
繁
多
に
而
、
御
大
病
人
御
預
り
申
候
而
も
、
日
々

御
見
廻
之
儀
も
い
た
し
か
ね
候
問
、
何
れ
楊
庵
様
御
薬
御
用
可
然
候
。

追
而
御
様
子
も
御
同
篇
に
候
は
〉
、
御
薬
上
け
候
様
可
仕
旨
被
申
置
被

帰
候
。 

殿
様
よ
り
も
早
速
之
見
廻
恭
思
召
候
旨
、
久
吾
殿
挨
拶
被
致
候
。

 
今
晩
和
田
良
庵

〔割
注

・
直
栄
伜
也
〕
見
廻
被
申
、
御
体
被
見
、
井

今
朝
よ
り
之
様
子
く
は
し
く
被
承
候
而
、
直
に
 
御
殿
え
被
参
候
。
是

は
 
殿
様
に
も
病
体
殊
之
外
御
案
し
被
成
、
様
子
く
は
し
く
御
聞
被
成

度
思
召
に
而
、
良
庵
見
廻
之
儀
被
仰
遣
候
。
(
3
オ
)依
之
良
庵
早
速
見
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廻
、
様
体
之
段
 
殿
様
え
委
く
被
申
上
候
。
○

へ
今
暮
頃
よ
り
御
う
は

 
言
被
仰
候
儀
は
相
止
み
、
御
口
中
殊
之
外
御
渇
被
成
、
御
舌
こ
は
り
候

 
而
言
語
わ
か
り
か
ね
申
候
処
、
夜
四
ッ
時
頃
御
手
足
御
閾
冷
被
成
、
御

 
様
子
誠
に
御
大
切
に
御
見

へ
被
成
候
に
付
、
清
右
衛
門
申
候
は
、
御
大

 
病
之
儀
に
も
有
之
候
得
は
、
兼
々
御
苦
労
に
相
成
候
事
も
有
之
候
は
》

 
被
仰
置

へ
く
候
。
又
被
仰
置
度
事
も
無
之
候
哉
、
御
様
子
は
さ
の
み
気

 
遣
之
事
と
は
不
奉
存
候
得
と
も
、
御
舌
等
こ
は
り
候

へ
は
、
被
仰
聞
度

 
事
も
有
之
候
は
〉
、
今
之
内
承
置
申
度
旨
申
上
候
庭
、
吉室
右
衛
門
[様
]

 
被
仰
候
は
、
別
段
苦
労
に
成
り
候
事
も
無
之
と
の
み
被
仰
候
。
(3
ウ
)

一
、
今
晩
清
右
衛
門
、
お
添
殿
、
お
き
く
夜
伽
看
病
い
た
し
候
。
隣
家
斧

 
右
衛
門
殿
内
方
も
被
参
、
夜
九
ッ
時
頃
ま
て
被
居
候
。
尤
御
薬
度
々
御

 
用
被
成
候
。
今
朝
よ
り
大
便
血
斗
十
五
六
度
く
だ
り
申
候
。

○

へ
廿
日

午
の
日
晴

 
今
朝
木
挽
町
お
ひ
で
方
、
井
は
ま
町
平
兵
衛
殿
、
半
平
殿
、
糀
町
幾
田

 
殿
え
毫
右
衛
門
様
御
病
気
之
旨
し
ら
せ
申
遣
候
。
お
ひ
で
事
は
三
太
夫

 
殿
當
番
に
而
参
り
か
た
く
候
間
、
明
早
朝
参
り
可
申
旨
申
来
、
今
夕
下

 
男
喜
助
と
申
者
を
差
越
し
、
今
晩
之
様
体
見
候
而
早
朝
未
明
に
帰
り
、

 
様
子
お
ひ
で
へ
咄
し
申
度
よ
し
に
而
参
り
(4
オ
)夜
中
は
た
ら
き
、
廿

 

一
日
未
明
に
か
へ
り
申
候
。

一
、
今
朝
清
右
衛
門
、
山
本
様
え
罷
出
、
夜
中
之
様
体
申
上
御
薬
い
た
〉

 
き
申
候
。
尤
御
薬
加
威
有
之
候
。
井
昨
夜
元
周
見
廻
被
申
、
井
口
上
之

 
段
申
上
候
得
は
、
宗
英
様
被
仰
候
は
元
周
が
に
げ
口
上
さ
こ
そ
と
御
笑

 
ひ
被
成
候
。

一
、
今
日
御
様
体
何
も
御
か
は
り
被
成
候
事
無
之
、
兎
角
昼
夜
と
も
御
眠

 
不
被
成
、
御
食
事
等
も

一
向
不
被
召
上
候
。
尤
御
か
は
き
有
之
候
に
付
、

御
薬
は
昼
夜
に
六
帖
つ
》
御
用
被
成
候
。

、
今
日
よ
り
楊
庵
様

一
日
に
両
度

つ
》
御
見
廻
被
成
候
。
且
又
御
薬
参

武
湯
に
痢
之
御
加
減
有
之
候
。
人
参

一
帖
に
(4
ウ
)四
分

つ
・
入
御
用

被
成
候
。
此
薬
に
而
手
足
の
閾
冷
あ
た
》
ま
り
候
は
〉
可
然
候
。
若
し

左
様
無
之
候
而
は
快
気
心
元
な
く
、
兎
角
余
人
え
見
せ
可
申
旨
、
楊
庵

様
御
断
被
仰
聞
候
得
共
、
達
而
御
薬
拝
受
仕
度

[旨
]
願
置
申
候
。
尤

今
晩
気
海
天
嘔
え
灸
治
百
挺

つ
〉
度
々
す
え
可
申
旨
、
楊
庵
様
被
仰
聞

候
に
付
、
御
差
図
の
ご
と
く
灸
治
仕
候
。

、
今
夕
方
兎
角
御
大
切
之
旨
に
相
見

へ
申
候
に
付
、
久
吾
殿
上
野
大
師

え
参
詣
い
た
さ
れ
、
快
気
い
の
り
被
申
候
。
其
外
橋
本
町
に
大
師
之
加

持
い
た
し
候
老
婆
有
之
、
毫
右
衛
門
様
に
も
兼
而
御
信
仰
に
付
、
御
同

人
御
は
だ
付
之
禰
衿
も
た
せ
、
お
百
を
は
し
本
町
え
差
遣
し
、
加
持
い

た
し
も
ら
ひ
候
処
、
(5
オ
)御
病
気
御
全
快
可
有
之
旨
申
来
候
。
又
清

右
衛
門
方
長
屋
内
音
松
と
申
者
、
其
外
之
人
々
相
た
の
み
関
口
瀧
本
院

え
千
垢
離
に
差
遣
申
候
。
清
右
衛
門
儀
も
参
り
可
申
庭
、
お
百
留
守
に

而
子
供
之
世
話
い
た
し
候
者
無
之
候
に
付
参
り
不
申
、
御
初
尾
百
十
六

文
か
〉
り
申
候
。
御
神
酒
代
弐
朱
は
追
而
上
け
ご
り
之
節
差
遣
可
申
様
、

音
松
申
候
に
付
、
百
十
六
文
清
右
衛
門
差
遣
候
。
尤
こ
り
至
極
宜
く
上

り
候
間
、
御
快
気
可
有
之
旨
皆
々
申
候
。
同
人
数
之
内
、
権
六
と
申
者
、

兼
々
冨
士
信
仰
に
付
、
加
持
い
た
し
上
け
申
度
旨
申
候
に
付
、
則
案
内

い
た
し
御
枕
元
に
而
加
持
致
し
も
ら
ひ
申
候
。
毫
右
衛
門
様
に
も
御
歓

被
成
候
。
(5
ウ
)

、
楊
庵
様
被
仰
聞
候
は
、
大
病
之
儀
に
付
、
急
変
も
可
有
之
難
斗
候
に

付
、
其
旨
同
役
中
え
耳
打
い
た
し
置
可
然
旨
被
仰
聞
候
。
依
之
今
晩
清

右
衛
門
西
田
仙
右
衛
門
殿
宅
え
参
候
処
、
留
守

に
付
、
久
吾
殿
案
内
相
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た
の
み
、
御
用
部
屋
え
参
り
候
而
仙
右
衛
門
殿
に
封
面
い
た
し
、
憂
右

 
衛
門
大
病
之
由
を
く
は
し
く
咄
し
、
且
 
殿
様
よ
り
御
懇
に
医
師
等
之

 
御
世
話
被
成
下
難
有
旨
申
、
籾
万
々
一
之
儀
可
有
之
も
難
斗
候
。
い
ま

 
た
相
績
之
伜
も
無
之
候

へ
は
、
不
慮
之
儀
も
有
之
候
は
〉
、
追
而
願
出

 
可
申
儀
も
有
之
へ
く
候
。
何
分
可
然
御
執
成
可
被
下
段
申
置
候
。
尤
同

 
席
門
助
殿
に
も
病
気
之
様
体
は
な
し
置
申
候
。

一
、
今
日
長
田
ば
し
外
姑
お
も
せ
殿

〔朱
傍
書

・
三
太
夫
殿
養
祖
母
、
清

 
右
衛
門
母
方
の
お
ば
也
〕
よ
り
疫
病
除
叩几
の
(6
オ
〉御
薬
参
り
候
に
付
、

 
御
用
被
成
候
。
幾
田
殿
よ
り
も
御
洗
米
御
符
等
被
遣
、
御
い
た
》
き
被

成
候
。

一
、
今
晩
御
様
体
不
宜
候
に
付
、
北
斗
七
星
を
は
し
め
諸
神
え
立
願
い
た

 
し
御
全
快
を
祈
申
候
。
お
き
く
も
御
屋
敷
内
稲
荷

へ
日
々
百
度
参
り
い

 
た
し
候
。

一
、
今
日
も
御
食
事

一
向
[不
]召
上
候
。
但
御
薬
は
六
帖

つ
〉
御
用
被
成

 
候
。
今
晩
御
手
足
益
冷
候
に
付
、
灸
治
度
々
い
た
し
候
。
今
晩
も
清
右

 
衛
門
お
き
く
お
添
殿
夜
伽
看
病
い
た
し
候
。
隣
家
斧
右
衛
門
殿
内
儀
九
ッ

 
時
頃
迄
被
居
世
話
い
た
さ
れ
候
。
木
挽
丁
お
と
こ
と
ま
り
居
申
候
。
同

 
家
中
小
頭
宇
八
殿
内
儀
夜
伽
い
た
し
く
れ
ら
れ
候
。
(6
ウ
)尤
宇
八
殿

 
内
方
は
是
よ
り
始
終
病
中
看
病
之
儀
た
の
み
候
而
世
話
い
た
し
く
れ
ら

 
れ
候
。
お
き
く
事
も
同
様
始
終
参
り
お
り
候
。
今
日
も
血
十
四
度
下
り

 
申
候
。

0
へ
廿

一
日

申
の
日
 
晴
小
雨

 
昨
夜

は
御
豚
も
閾
体
等
有
之
、
や
う
く

探
り
候
而
御
豚
之
打
候
が
し

 
れ
申
候
位
に
有
之
候
処
、
今
朝
は
御
豚
も
よ
程
大
き
く
相
成
申
候
。
未

 
明
に
様
体
書
相
認
、
山
本
様
え
御
薬
取
に
遣
し
申
候
。
今
日
も
楊
庵
様

 
二
度
御

見
廻

被
成

候
。

一
、

四

ッ
時

頃

お

ひ

で
参

り
看

病

い
た

し
候
。

一
、
今

日
昼
頃

よ

り
御

手
足

の
冷

あ

た

》
ま

り
、
御

詠

の

(
7
オ
)
様

子

も

 
少

々
宜

相
成

候

由
、

楊
庵

様
被

仰
聞

候
。

尤
度

々
灸
治

い
た
し

候
。

一
、

今
朝

久
吾

殿

相
た

の
み
、

王
子
稲

荷

へ
御

病
気

御
全
快

之

立
願

に
差

 
遣

し
申

候

。
御

洗
米

等
御

い
た

〉
き
被
成

候
。

お

ひ
で
方

よ
り

弘
法

大

 
師

御
衣

之

裂

へ
す

り
候
御

影

の

か
け
も

の
、
清
右

衛
門

方

よ
り

深
川

八

 
幡

之
御

影

か
け
物

、

仙
右

衛
門

殿

よ
り
大

神
宮
御

田
扇

、
其

外

之
慮

々

 
よ
り

難
有
御

札

等
参

り
、

御
枕

元

か
け
置

御
信
仰

被
成

候
。

尤

一
統

信

 
心

い
た
し

候
。

今
日

お
添

殿

よ
り

は
ま
町

平
兵
衛

殿
え

た

の

み
被

遣

候

 

に
付

、
則

平
兵

衛
殿

浅
草

観
音

え
百

度

ま

い
り
致

し
被

呉
候

由

に
而

、

 
御
洗

米
参

り
、

御

い
た

〉
き

(7

ウ
)
被
成

候
。

三
太
夫

殿

よ
り
病

気

見

 
廻

と
し

て
肴
代

南
鎗

壱
片

お
秀

持
参

い
た
し
、
外

に
金

壱
分

病

中
御

小

 
遣

と
し

て
、

お

ひ
で
よ

り
上

け
申

候
。
清

右
衛

門
方

よ
り

金
弐

朱
御

病

 
気
御

見
廻

に
上

け
申

候
。

】
、
今

昼
過

糀
町

幾

田
殿

〔
朱
傍

書

・
お
そ

へ
殿
実

母
也

〕
見

廻

に
被

参
、

 
餅
菓

子

一
重
持

参

い
た

さ
れ

、
今
晩

一
宿

被
致

候
。

一
、
今

夕
 

御
奥

よ

り
御

尋
と

し

て
す

》
り
團

子

一
重
被

下

候
得

と

も
、

 
憂
右

衛

門

は
中

々
召
上

ら

れ
候
御

様
子

に
無

之
候
。
今

日

も

う
す

き
血

 
十

二
三
度

通

し
申

候
。

一
、
今

晩

[
明

け
]
七

ッ
時

頃
、

は

じ
め

て
少
し
御

眠

り
被
成

候
。

0
廿

二
日

 
酉

の
日

 
曇

 

 
(
8
オ
)

 
昨
夜

少

々
御

ね
む

り
被

成
候

に
付

、
今
朝

は
御

気
分

も

よ
程
御

快
御

覚

 
被

成
候

由
被

仰
、

御
様

子
至

極
宜

敷
相

見

へ
申
候
。

今
朝

煮

く

た
し

の

 

か
ゆ
、

下

の

か
さ

に
て

一
つ
程
御

上

り
被
成

候
。
是

よ

り
少

々

つ

》
御

一31一



 
食

気

も
出
候

而
、

に
く
た

し

か
さ

に

一
ッ

つ
〉

一
日

に
弐

度
程

つ

〉
、

 

[外

に
]
く
ず

湯

一
二
度

つ

〉
被
召

上
候

。
今

日
本
便

少

々
壱
度

通
し

、

 

外

は
ま

つ
こ
う

ほ
だ

て
候
様

な

る
水
十

一
二
度

通

し
申
候

。
楊
庵

様
今

 

日
も

二
度
御

見
廻

被
成

候
。

御
見

廻
之
度

に
清
右
衛

門
参

り
、

様
体

く

 

は
し

く
御
咄

申
上

候
。

又
病

人
前

に
而

は
遠
慮

有

之
候
由

に
而

、
折

々

 
清

右
衛

門
方

え
御

出
被

成
、
病

症

(
8
ウ
)
之

善
悪
被

仰

置
候
。

一
、
今

夕
幾

田
殿
帰

り
被

申
候

。

 

は

ま
町
半
平

殿

よ
り
、
外
姑

〔左
傍

朱
書

・
清

右
衛

門
母

方

の
お
ば
也

〕

 

見
廻

に
被
参

、
菓

子
持

参
、

井
御

守
札
持

参
被

致
、

御

い
た

》
き
被
成

 

候
。

尤
夕
方

被
帰

候
。

一
、
夕

方

お
ひ

で
帰

り
申

候
。

此
節

下
女
宿

下

り

に
遣

候
問

、
何

れ

一
両

 

日
中

に
又

々
参

り
可
申

由
申

候
。

清
右
衛

門

風
邪

に
付
、

今
晩

夜
伽

不

 

致
候
。

お
添

殿

お
き
く

宇

八
殿
内
儀

、
夜

伽
被

致
候

。

0

へ
廿

三
日
 

戌

の
日
 

晴
昼

よ
り

雨

 
今

朝

は
よ
程

御
快

方

に
御

見

へ
被
成

、
血

通
し
候

儀

は

(9
オ
)
相

止

み
、

 

ま

つ
こ
う

ほ
だ

て
候
様

な

る
水

、
十

度

ほ
ど
通

し
申

候
。

お
ひ
で
方

よ

 

り
南
部

か
た
く

り

一
袋

差
越
申

候

。

す
り

こ
を
費

た

て

一
日

に
二
度

ほ

 

と

つ
》
か

さ

に

}
ッ
ほ
ど

つ
》
被

召
上

、
外

に

か
た
く

り
葛

湯

折

々
被

 

召
上
候

。
通

し
食
物

共

日

々
帳

に
記

し
置

、
楊

庵
様

へ
御
覧

に
入
申
候

。

一
、
今

日
松
居

藤
左

衛
門

殿
被

参
、

御
大

病
之
様

子
被

承
、

大

に
驚
被

申

 

候
。
松

居
氏

は
戸

田
大

学
様

御
家

来

に
而
、
俳

名
自

得

と
申
候

而
、

廿

 

年
来

之
朋
友

に
御

座
候

。

一
体

聖

天
信

心

に
而
、
加

持
等
被

致

候
仁
故

、

 

毫
右
衛

門
様

御

た

の
み
被
成

、
病

厄
退

散
之

加
持
被

致

候
。
其

後
兼

而

 

(9

ウ
)
御

執
心

之
俳
譜

之
御
物

語
等

被
成

候
。
折

か
ら
雨

降
出

候

に
付

、

 

傘
下
駄

か

し
遣
候

。
右

之
下

駄
と

り

に
遣

候

人

に
、

先
刻

約
速

い
た
し

 
候

ま

じ
な

い
の
薬

も

ら
ひ

に
遣
候

。
是

は
土

龍
寒
中

黒

や
き

に
い
た
し

 
候

物
之

よ

し
、
熱

気

を
さ

ま
し
候

究

の
よ

し

に
而
被

差
越

、
外

に
聖
天

 

の

お
だ

ん
少

々
被

差
越

候
。
い

つ
れ
も

叩几
之

儀
故
、
少

々
御
用

被
成

候
。

一
、

今
昼

お
秀

参

り
申
候
。

昼

後

お
秀

た

の
み
候
由

に
而
、

梅

の
院

と
申

 
修

験
者

参

り
、
御

病
体
御

年

等
委

承

り
、
御

枕
元

に
而

心
経

を
読

諦

い

 

た
し
、
籾

帰
り

候
て
宿

に
而

一
七

日
が
間

祈
濤

い
た
し
候

筈

に
御
座

候
。

 

(10
オ

)
祈
濤

[料

]
金
百

疋

に
米
壱

升
之

よ

し
、
金

百
疋

は

お
秀

方

よ
り

 
差

遣
候

。

一
、
今

日

御
様

体
御

か

は
り
被

成
候

儀

も
無

之

、
御

通
し
御

食
事

等

同
篇

 

に
御
座

候
。

今

日
秋
山

玄
瑞

老

え
迎
之

駕
差

遣
、
御

見

廻
之
儀

た

の

み

 
遣

し
候

。
若

玄
瑞

殿
故
障

有

之
候

は

》
、
御

子
息

昌
貞
殿

御

見
廻
被

下

 
候

様

に
申
遣

候
慮

、
父

子

と
も
故

障
有

之
候

段

に
而
、
断

申
来

候

に
付
、

 
木
挽

丁

三
太

夫
殿

え

た
の

み
遣

し
、
彼

方

よ
り

又
候

其
夜

駕

つ
ら

せ
迎

 
之

人
差

遣
候

得

と
も
、

一
向

断

に
而
見

廻
不

申
候
。

一
、

か
う

し
町

幾

田
殿
よ

り
見

廻
之

文
、

お
添

殿
迄
参

り
候

。

(10

ウ
)

一
、
今

日

も
清

右
衛

門
風
邪

之

上
、

子
供

三
人

を

お
百
壱
人

に
而

は
世

話

 
行

届

か
ね
、

夜
中
殊

之
外

難

儀

い
た

し
候

に
付
、
無

是
非

夜
伽

之
儀

は

 
御

断
申

上
、

夜

四

ッ
時
頃

ま

て
参

り

お
り
、

夜
中

は

か

へ
り
申

候
。

0

へ
廿

四
日
 

戌
晴

 
今

日

も
御
同

篇

と
申
内

、
少

々

つ
》
御

快
方

に
被
成

御
座

候

。
御

通
し

 

も

一
日

に
八
九
度

に
相
成

、

御
食

事

も
湯
漬

或

は
粥
を

か

さ

に
か
る
く

 

二
せ

ん
づ

〉
被
召

上
候
。

尤

楊
庵

様

日

々
御

見
廻
被

成

候
。

一
、

今

日
三

太
夫
見

廻

に
被

参

、
房

五
郎

同
道

い
た
さ

れ
候
。
幼

年

之
儀

 
故

、

お
秀
留

守

に
而

は
こ

ま
り
被

申
候

由

に
候
。

(
1ー
オ
)
此
節

御
病

中

 
御

物
入

多

々

[可
]
有
之
由

に
而
、

金
壱

両

三
太
夫
貸

し
被

申
候

由

、

お
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添
殿
咄
し
被
申
候
。
此
節
 
殿
様
よ
り
日
々
様
子
御
尋
被
成
、
久
吾
殿

 
を
以
清
右
衛
門
え
病
体
御
尋
被
仰
下
候
に
付
、
様
体
委
細
に
申
上
候
。

一
、
殿
様
よ
り
石
川
元
荘
大
〔
一
ッ
橋
御
医
師
也
〕
浅
野
昌
仙

へ
見
廻
之
儀

 
御
た
の
み
被
仰
遣
候
。
 

○
廿

一
日
ま
で
は

一
向
に
何
も
御
覚
不
被
成

 
候
慮
、
廿

一
日
夜
少
々
御
眠
被
成
候
已
後
、
御

つ
む
り
に
蝿
な
ど
と
ま

 
り
候
か
う
る
さ
く
御
覚
被
成
候
よ
し
被
仰
候
。
兎
角
万
事
被
成
御
世
話

 
候
に
付
、
是
は
大
に
御
病
気
に
御
障
り
可
被
成
候
間
、
兎
角
人
任
せ
に

 
被
成
候
而
御
世
話
被
成
ま
し
く
旨
、
楊
庵
様
被
仰
候
。
(1ー
ウ
)清
右
衛

 
門
も
此
儀
度
々
御
制
し
申
候
。
御
腰
だ
る
く
御
座
候
由
に
付
、
皆
々
か

 
は

る
く

に
さ

す
り
上

け
申

候
。

一
、
今
日
お
つ
た
を
は
じ
め
て
枕
元

へ
被
召
呼
候
。
此
間
は
全
く
病
死
可

 
致
と
存
候
故
、
傍

へ
も
呼
不
申
候
と
被
仰
候
よ
し
、
お
き
く
跡
に
而
物

 
語
に
候
。

○
へ
廿
五
日
 
亥
の
日
晴

 
御
同
篇
に
御
座
候
内
、
先
は
少
々
つ
〉
御
快
方
に
御
座
候
。
御
食
事
御

 
通
し
等
は
同
様
に
而
、
本
便

一
度
程
つ
〉
通
し
、
外
は
う
す
あ
か
き
水

 
に
御
座
候
。
昼
夜
に
八
九
度
つ
〉
通
し
申
候
。

一
、
石
川
元
荘
大
殿
御
見
廻
被
成
候
に
付
、
清
右
衛
門
罷
出
(12
オ
)最
初
よ

 
り
之
様
体
委
く
申
上
、
楊
庵
様
御
見
立
御
薬
之
儀
も
申
上
候
処
、
御
同

 
案
之
由
、
外
に
存
寄
も
無
之
、
何
れ
只
今
迄
之
薬
に
而
可
然
旨
被
仰
聞
、

 
御
薬
は
不
被
下
候
。
尤
當
時
に
而
は
気
遣
儀
有
之
ま
し
く
旨
、
被
仰
聞

 
候
。
其
後
楊
庵
様

へ
申
上
候
処
、
石
川
は
石
薬
好
に
而
、
附
子
馴
は
不

 
好
由
、
御
噂
被
成
候
。
0

へ
此
節
残
暑

つ
よ
く
御
こ
ま
り
被
成
候
。

一
、
今
夕
は
楊
庵
様
無
檬
御
用
事
有
之
候
由
に
而
、
御
見
廻
不
被
成
候
。

 
兼
而
は
御
見
廻
被
成
候
は
〉
上
け
可
申
と
、
御
菓
子
御
と
り
よ
せ
置
被

 
成
候
庭
、
夕
方
二
度
め
の
御
見
廻
無
之
候
に
付
、
毫
右
衛
門
様
御
差
図

 
被
成
も
た
せ
(12
ウ
)被
遣
候
。
う
つ
り
に
葛
粉
被
下
候
。
且
も
は
や
人

 
参
用
ひ
き
り
候
に
付
、
御
種
人
参
に
而
も
可
然
哉
之
旨
楊
庵
様
へ
伺
に

 
遣
候
処
、
又
々
御
種
人
参
八
九
匁
程
被
下
候
に
付
、
夫
を
御
用
被
成
候
。

○

へ
廿
六
日
 
子
の
日
晴

 
今
日
も
御
同
篇
に
御
座
候
。
木
挽
丁
よ
り
下
女
参
り
候
よ
し
。
尤
お
秀

 
房
五
郎
と
も
、
か
ね
て
と
ま
り
お
り
候
。

0

へ
廿
七
日
 
[丑
の
日
晴
] 
廿
八
日
 
寅
の
日
 
曇
夕
立
大
雨
雷

 
御
同
篇
に
而
御
通
し

一
日
に
十
度
、
或
は
七
八
度
つ
〉
御
通
し
被
成
、

 
御
食
事
御
同
様
に
御
座
候
。
仙
右
衛
門
殿
よ
り
 
上
様
御
上
り
之
御
膳

 
井
焼
塩
被
遣
候
に
付
、
粥
に
致
し
(13
オ
)被
召
上
候
。
其
後
山
本
楊
庵

 
様
よ
り
も
御
上
り
之
御
膳
折
々
被
下
候
。

一
、
昨
夜
よ
り
清
右
衛
門
持
病
の
む
し
歯
以
之
外

い
た
み
候
に
付
、
無
檬

 
御
無
沙
汰
い
た
し
候
。

0

へ
廿
九
日
 
卯
の
日
晴

一
、
八
朔
前
に
付
、
今
日
お
秀
帰
り
申
候
。
段
々
御
快
方
に
被
成
御
座
候

 
に
付
、
當
分
は
参
り
申
ま
し
く
候
由
、
塁
右
衛
門
様
被
仰
候
由
に
御
座
候
。

一
、
御
様
子
御
同
篇
之
内
、
先
は
御
快
方
に
而
御
舌
の
こ
は
り
も
少
々
な

 
ほ
り
申
候
。
御
か
は
き
も
よ
程
う
す
ら
き
候
に
付
、
御
薬
五
帖
つ
〉
御

 
用
被
成
候
。
尤
(13
ウ
)楊
庵
様
日
々
御
見
廻
被
成
候
。
清
右
衛
門
も
稽

 
古
仕
廻
候
得
は
、
昼
よ
り
日
々
参
り
お
り
候
。

0
へ
八
月
朔
日
 
辰
の
日
晴

 
御
同
篇
に
御
座
候
。
兎
角
此
間
よ
り
御
眠
り
被
成
候
へ
は
、
色
々
之
夢

 
を
御
覧
被
成
候
而
、
夢
中
御
世
話
の
み
や
け
申
候
由
に
御
座
候
。
是
は

 
虚
煩
に
而
、
甚
不
宜
候
由
に
而
、
御
薬
御
加
威
有
之
、
外
に
丸
薬
御
用
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被
成
候
。

一
、
先
年
御
煩
被
成
候
腫
気
之
気
味
、
此
節
少
々
き
さ
し
申
候
。
始
終
御

 
腹
中
冷
候
に
付
、
昼
夜
と
も
温
石
を
腹
へ
御
あ
て
被
成
候
。
尤
灸
治
も

 
被
成
候
。
(14
オ
)先
頃
は
、
大
便
御
覚
不
被
成
候
而
出
候
儀
も
有
之
候

 
処
、
此
節
は
左
様
之
儀
は
無
之
候
。

一
、
殿
様
よ
り
御
尋
と
し
て
交
肴

〔割
書

・
き
す
か
れ
い
〕

一
折
被
下
候
。

 
井
廣
東
人
参
三
本
是
又
被
下
候
。

○

へ
二
日
 
巳
の
日
晴
雲

 
御
同
篇
に
御
座
候
。

一
、
永
田
ば
し
お
も
せ
殿

〔細
字

・
外
姑
也
〕
よ
り
御
見
廻
と
し
て
餅
菓

 
子

一
重
参
り
候
。
山
田
平
兵
衛
殿
も
見
廻
に
被
参
候
。
清
右
衛
門
此
節

 
は
じ
め
て
封
面
い
た
し
候
。

○

へ
三
日
 
午
晴
 
秋
暑
に
た

へ
か
ね
候

 
今
日
初
右
衛
門
様

〔細
字

・
光
覚
慈
正
信
士
〕
十
三
年
忌
[逮
夜
]
に
付
、

 
志
し
(14
ウ
)
の
ぼ
た
も
ち
清
右
衛
門
方
に
而
こ
し
ら
へ
、
毫
右
衛
門
様

 
井
お
き
く
木
挽
丁
お
秀
方
へ
差
遣
申
候
。
去
年
御
両
親
御
年
回
に
と
り

 
こ
し
候
而
法
事
い
た
し
候
へ
共
、
猶
又
法
事
料
弐
朱
、
外
に
卒
都
婆
百

 
文
、
深
光
寺

へ
清
右
衛
門
方
よ
り
差
遣
候
。
尤
此
節
毫
右
衛
門
様
御
病

 
気
に
而
御
世
話
行
届
か
ね
候
に
付
、
拙
者
方
よ
り
得
貴
意
候
旨
、
深
光

 
寺

へ
申
遣
候
。
壁
右
衛
門
様
に
も
殊
之
外
御
歓
ひ
被
成
候
。
,且
お
秀
方

 
よ
り
之
返
事
に
三
太
夫
殿
妹
お
ま
ち
急
に
縁
談
相
極
、
當
月
廿
日
頃
差

 
遣
候
に
付
、
殊
之
外
と
り
込
居
候
間
、
御
無
沙
汰
に
相
成
可
申
旨
申
来

 
候
。
此
段
も
基
右
衛
門
様
え
(15
オ
)申
上
候
。 

0

へ
召
上
り
候
品
々
、

 
其
外
何
事
に
よ
ら
す
清
右
衛
門
え
御
相
談
被
成
候
。
此
節
御
持
病
之
御

 
痂
積
之
き
み
有
之
、
御
腹
引
は
り
申
候
に
付
、
則
楊
庵
様
御
差
図
に
而
、

 
鮎
川
運
英
え
申
遣
、
日
々
御
針
被
成
候
。
尤
中
々
御
腹
中
へ
療
治
は
不

 
相
成
御
様
子
之
由
に
而
、
御
背
中

へ
の
み
針
う
ち
申
候
。
運
英
申
候
は
、

 
私
御
見
廻
不
申
時
急
之
儀
有
之
、
余
人
御
療
治

い
た
し
候
と
も
、
か
な

 
ら
す
く

御
腹
中

へ
針
う
ち
候
儀
御
無
用
に
可
被
成
旨
申
聞
候
よ
し
、

 
毫

右
衛

門
様

御

は
な
し
被

成
候

。

一
、

御
同

篇

と
申
候
内

、

一
体
御

快
方

に
御
座

候
。

御
通

し

(15
ウ
)
七

八

 
度

つ

〉
、

ま

つ
こ
う
ほ

た

て
候

様

な
る
水
少

々

つ

〉
通

し
申

候

。
御

食

 
事

も
同

様
、

か

ゆ
二
ぜ

ん

か
さ

に
て

一
日

に

二
一二
度

つ

〉
、

[外

に
]
か

 

た
く
り
折

々
召

上
ら
れ
候

。
此

節
は
夜

分
も
半
夜

つ

〉
御
休

み
被

成

候
。

○

へ
四

日

 
未

の
日
晴

 
今

朝
清

右
衛

門
深

光
寺

へ
参
詣

い
た
し
候

に
付

、
香
葵

百
銅

壷

右
衛

門

 
様

よ

り
被
遣

候
。

則
持
参

い
た
し
候

。

一
体

初

右
衛
門

様
御

位

牌
深

光

 
寺

に
無

之
候

間
、

此
節
相

納
可

申

と
、
小

石
川
仏

師
相

た

つ
ね
候
庭

、

 
出

来
合

無
之

、
此
節

他
行

い
た
し

か
た
く

差

か

〉
り
候

事

故
、

無
是

非

 

そ

の
ま

〉
に

い
た
し

、
納

不
申

候

。

〔朱

割

書

・
此
段

も
壷

右
衛

門

様

 

へ
御

は
な

し
申
候

〕

(
16
オ
)

一
、

當
月

に
至

り

よ
程
御
快

方

に
被
成

御
座

、
清

右
衛
門

参

候
度

に
色

々

 

の
物
語

等
被

成
、

御
舌

之

こ
は
り

も
大

に
う

す
ら

き
申

候

。

 
、

此
間

中

よ
り
、

安
藤

対
馬
守

様
御

医
師

横

田
元
格

へ
見

廻

之
儀
申

遣

 
候

処
、

今

日
見

廻
被
申

候
。
楊

庵
様

御
見

立
御

薬
之
儀

、

最
初

よ

り
之

 
様

子
、

く

は
し

く
物
語

い
た

し
候
処

、
元

格
老

も
御

同
案

之
由

に
而
、

 
何

も
存

寄

も
無

之
、
當

時
御
気

遣
被

成
候

御
様

子

に
も
有

之

ま
し

く
旨

 
被

仰
聞

候

に
付
、

薬

は
も
ら

ひ
不
申

候
。

 

、
兎
角

此
節

色

々
之
夢

御
覧
被

成

、
夢
中

御
世

話

の
み

や
け

候

に
付
、

 
先

達

而
相

た

の
み
候
権

六
不

二
之

(
16

ウ
)
加
持

御

た

の
み
被
成

度

由
被
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仰
候

に
付
、
権
六
相
た
の
み
今
晩
皇
右
衛
門
様
御
枕
元
に
而
加
持
祈
念

 
い
た
し
候
。
尤
酒
代
被
遣
候
庭
、
権
六
う
け
不
申
候
旨
、
塵
右
衛
門
様

 
御
咄
被
成
候
。

一
、
御
食
事
御
通
し
、
御
同
様
に
有
之
候
。

0
へ
五
日

申
の
日
晴

 
御
同
篇
に
御
座
候
。
人
参
御
用
切
被
成
候
に
付
、
柳
屋
よ
り
御
種
人
参

 

一
両
目
つ
〉
両
度
御
と
り
よ
せ
御
と
〉
の
へ
御
用
被
成
候
。

一
、
清
右
衛
門
方
鎮
五
郎
熱
気
有
之
候
に
付
、
此
夕
方
抱
き
候
而
墓
右
衛

 
門

様
え
参

り

、
今

日
は

し
か
く

の
事
故

、

(17

オ
)
御
無

沙
汰

の
旨

申

 
候

へ
は
、
薬

等
之
儀

早

く

の
ま

せ
可
申

旨
、

い
ろ
く

厚

く
御

世
話

被

 
成

候
。

一
、

は

ま
町
よ

り
見
廻

と

し
て
、
煮

ま

め

一
重
参

り
候

よ

し

に
御

座
候

。

一
、

御
通

し
御
食

事
昨

日

と
御
替

り
被
成

候
儀
無

之
候

。
楊

庵
様

日

々
御

 
見

廻
被

成
候

。

】
、

今

日
山
本

宗
英
様

〔細

字

・
奥

御
医
師

〕

御
見

廻
被

成
下
候

。

清
右

 
衛

門
方

え
御

通
達
有

之
候

に
付
、

罷
出

御
挨

拶
申

上
候

。
宗

英
様
御

体

 
御

覧

之
上
、

楊
庵
様

被

仰
候
よ

り
は
様

子

よ
く
見

へ
申

候
。

て

つ
ふ
く

 

へ
灸
治

い
た

し
、

う
し

ろ
よ
り

あ
た

〉
め
可

然
旨
被

仰

候

に
付

、

て

つ

 

ふ
く

へ
(
17
ウ
)
御
灸

治
被

成
候

。
楊
庵

様

も
程

な
く
御

見
廻
被

成

候
。

一
、

清
右

衛
門

方
町

用
有

之
、
昼
後

よ

り
参

り
不
申

候
。

御
様
体

は
御

同

 
篇

に
御

座
候

。

○

へ
六

日

 
酉

の
日
晴

 
運
英

一
両
日
見
廻
不
申
候
に
付
、
御
自
身
に
よ
う
く

と
手
紙
御
認
被

 
成

候

田

]
、
先
月
十

九
日
よ
り
御
病
中

は
じ

め
て
筆
御

と
り
被
成
候

よ
し
。

一
、
今
朝

清
右

衛
門

参

り
候

へ
は
、
昨

日
は

昼
後

よ
り
参

り

不
申
候

は
、

 
定
而
鎮
五
郎
不
快
故
に
可
有
之
と
大
に
案
し
候
由
、
毫
右
衛
門
様
被
仰

 
候
に
付
、
鎮
五
郎
熱
気
は
今
朝
さ
め
申
候

へ
と
も
、
此
間
よ
り
長
屋
内

 
に
出
入
出
来
(18
オ
)
い
た
し
候
而
、
こ
と
の
外
多
用
に
付
、
昨
夕
は
参

 
り
不
申
候
よ
し
申
上
候
。
お
添
殿
被
申
候
は
、
兎
角
咄
し
相
手
無
之
退

 
屈
之
様
子
に
而
、
日
々
御
出
を
た
の
し
み
致
被
居
候
。
御
い
そ
か
し
く

 
は
可
有
之
候
へ
共
、
折
々
御
出
可
被
下
段
被
仰
候
に
付
、
畏
候
旨
申
、

 
今
日
よ
り
昼
迄
に
宿
元
之
稽
古
仕
廻
次
第
、
皇
右
衛
門
様
御
方
え
参
り
、

 
日
暮
に
帰
り
子
供
ね
せ
付
け
候
而
、
又
々
ま
ゐ
り
、
夜
五
ッ
時
頃
[迄
]

 
御
伽
い
た
し
申
候
。

一
、
大
峯
井
冨
士
山
へ
登
山
い
た
し
候
金
剛
杖
清
右
衛
門
方
に
有
之
候
間
、

 
則
持
参
い
た
し
御
枕
元
え
か
け
置
申
候
。
皇
右
衛
門
様
に
も
御
歓
被
成

 
御
信
心
被
成
候
。
(18
ウ
)右
之
御
蔭
故
に
哉
、
今
晩
よ
り
あ
ま
り
夢
も

 
御
覧
不
相
成
候
由
被
仰
候
。

一
、
今
昼
お
さ
き
・
お
い
う
同
道
に
而
、
終
日
ほ
り
留
へ
参
り
御
伽
い
た

 
し
候
。
運
英
も
見
廻
針
治
い
た
し
候
。
御
通
し
御
食
事
等
御
同
様
に
有

 
之
候
。
楊
庵
様
に
も
今
朝
御
見
廻
被
成
候
。

0
へ
七
日
 
戌
の
日
晴

 
今
日
は
別
而
御
快
方
に
而
、
湯
と
う
ぶ
被
召
上
度
よ
し
被
仰
候
に
付
、

 
楊
庵
様
に
相
伺
候
庭
、
あ
つ
く
い
た
し
候
而
少
々
は
不
苦
旨
被
仰
候
に

 
付
、
湯
と
う
ふ
こ
し
ら
へ
御
上
け
被
成
候
。
三
切
れ
程
被
召
上
候
。
度
々

 
食
を
御
好
み
被
成
、
ゆ
つ
け
か
さ
に
一
膳
(19
オ
)ほ
ど
凡
三
四
度
被
召

 
上
候
。
此
間
よ
り
水
あ
め
も
被
召
上
候
。
至
極
よ
ろ
し
き
由
に
而
、
度
々

 
被
召
上
候
。
金
山
寺
味
噌
な
と
被
召
上
度
由
、
い
か
〉
可
有
之
哉
と
清

 
右
衛
門
え
御
聞
被
成
候
に
付
、
随
分
苦
か
る
ま
し
く
は
候
得
と
も
、

一

 
体
あ
ま
き
も
の
御
嫌
ひ
故
、
御
む
ね
に
さ
は
り
申
ま
し
く
哉
と
申
候
へ
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は
、
其
程
は
難
斗
と
被
仰
候
而
不
被
召
上
候
。

、
仙
右
衛
門
親
類
 
 

と
申
医
師
も
被
見
廻
様
子
被
見
候
由
、
和
田
良

庵
老
も
此
間
又
々
見
廻
被
申
候
由
に
御
座
候
。

、
八
木
十
三
郎
様
御
家
来
遠
山
傳
左
衛
門
殿

〔細
字

・
孤
遊
〕
俳
譜
之

友
に
付
、
見
廻
と
し
て
梨
子
餅
菓
子
等
被
差
越
候
由
。
尤
先
日
見
廻
に

も
被
参
候

へ
と
も
、
被
申
置
候
而
被
帰
候
由
。
纏
(19
ウ
)四
五
年
之
な

じ
み
に
有
之
庭
、
深
切
之
仁
之
よ
し
御
甘
涙
被
成
候
旨
、
お
添
殿
跡
に

而
咄
被
申
候
。
○
へ
戸
田
大
学
様
御
家
来
豊
田
治
左
衛
門
殿

〔細
字

・

蘇
山
〕
是
又
奮
友
に
付
、
今
日
清
右
衛
門
方
迄
被
参
、
病
体
被
相
尋
候

に
付
、
少
々
快
方
之
旨
、
挨
拶
い
た
し
候
。
今
日
は
憂
右
衛
門
様
御
方

え
は
不
被
参
候
。
近
日
御
快
和
之
節
参
り
御
物
語
可
仕
よ
し
に
て
被
帰

候
。
其
後
蘇
山
自
得
両
名
に
而
見
廻
之
手
紙
被
差
越
候
よ
し
に
御
座
候
。

、
お
き
く
此
間
中
は
し
本
町
へ
参
り
、
加
持
た
の
み
候
処
、
随
分
御
全

快
可
有
之
旨
申
来
候
。
其
後
も
又
々
加
持
御
た
の
み
可
被
成
に
は
有
之

候
得
と
も
、
右
加
持
之
内
は
灸
治
不
(20
オ
)相
成
候
に
付
、
今
少
し
御

快
方
之
上
灸
治
御
休
被
成
候
節
、
又
々
加
持
御
た
の
み
可
被
成
旨
と
被

仰
、
其
后
は
加
持
に
不
被
遣
候
。

一
、
兼
々
芝
居
御
好
に
候
へ
と
も
、
近
年
御
多
用
に
付
、
見
物
に
御
出
不

被
成
候
。
御
病
中
番
附
を
御
ら
ん
被
成
、
御
た
の
し
み
被
成
候
。
折
々

芝
居
之
御
咄
し
有
之
候
。
兼
而
は
折
々
御
保
養
の
為
、
芝
居

へ
も
御
出

御
見
物
被
成
候
様
に
と
、
お
添
殿
被
申
候

へ
と
も
、
近
年
打
績
不
如
意

に
而
其
方
に
不
自
由
さ
せ
、
自
身
た
の
し
み
に
は
参
り
か
た
し
と
被
仰

候
よ
し
、
お
添
殿
跡
に
而
咄
し
被
申
候
。

、
三
太
夫
殿
妹
お
ま
ち
殿
被
片
付
候
に
付
、
近
日
下
町
え
(20

ウ
)参
り

候
節
、
硯
箱
か
又
は
た
は
こ
ほ
ん
様
之
も
の
箱
入
に
い
た
し
候
を
調
へ

く
れ
候
様
と
被
仰
、
清
右
衛
門
え
金
二
朱
御
渡
し
被
成
候
。
先
達
而
よ

り
御
病
中
清
右
衛
門

一
向
他
行
不
致
候
に
付
、
十
五
日
頃
ま
て
に
而
可

宜
旨
申
、
金
子
は
受
取
置
申
候
。

、
今

日

は
別
而

御
快
方

に
付
、

い
ろ
く

の
御

物
語

い
た
し

候
。

憂
右

衛
門
様
被
仰
候
は
、
兼
々
先
祖
書
も
認
か
》
り
置
候

へ
と
も
、
御
用
多

に
而
筆
と
り
候
隙
無
之
、
そ
の
儘
に
打
捨
置
候
。
當
年
は
少
し
も
透
次

第
認
仕
廻
申
度
と
被
仰
候
。
夫
に
付
本
國
三
河
と
認
候
得
と
も
、
瀧
沢

氏
は
松
平
伊
豆
守
様
普
代
之
御
家
来
に
候
。
伊
豆
守
様
三
州
(2ー
オ
)吉

田
を
被
為
領
候
は
後
之
事
に
而
、
已
前
は
武
州
川
越
の
城
主
に
候

へ
は
、

三
州
を
以
本
國
と
い
た
す
事
い
か
》
可
有
之
哉
と
被
仰
候
に
付
、
清
右

衛
門
申
候
は
、
仰
御
尤
に
奉
存
候
。
併
三
州
長
篠
に
瀧
沢
川
と
申
地
名

も
有
之
、
又
先
年
伊
豆
守
様
御
家
来
[井
上
]山
右
衛
門
と
申
仁
申
候
は
、

伊
豆
守
様
御
在
所
に
は
瀧
沢
氏
之
人
多
分
有
之
候
由
申
候
。
又
幼
年
之

頃
、
人
の
咄
に
承
候
へ
は
、
三
州
に
瀧
沢
村
と
申
村
も
有
之
候
よ
し
に

承
候
と
覚
申
候
。
然
ら
は
先
祖
は
三
州
よ
り
被
出
候
而
瀧
沢
を
名
の
り

被
申
候
欺
。
此
庭
未
詳
候
。
何
様
三
州
之
瀧
沢
を
名
の
り
候
人
に
た
よ

り
承
糺
し
不
申
候
而
は
わ
か
り
申
ま
し
く
と
申
候

へ
は
、
憂
右
衛
門
様

(2ー
ウ
)
に
も
尤
と
被
仰
候
。
清
右
衛
門
又
申
候
は
、
先
祖
書
御
認
被
成

候
序
に
あ
な
た
の
年
譜
も
御
認
被
成
、
子
孫

へ
御
残
し
可
然
と
申
候

へ

は
、
是
も
追
而
認
可
申
と
被
仰
候
。
其
後
御
書
物
入
之
中
を
披
見
い
た

し
候
に
、
先
祖
書
も
叔
父
兼
子
清
兵
衛
殿
迄
認
有
之
、
御
両
親
之
庭
は

い
ま
た
御
認
不
被
成
候
。
又
去
年
両
親
年
忌
之
節
、
過
去
帳
御
認
直
し

可
被
成
由
に
而
、
過
去
帳

一
本
清
右
衛
門
え
御
た
の
み
被
成
御
と
〉
の

へ
置
被
成
候
得
と
も
、
い
ま
た
白
紙
に
而
有
之
候
。
誠
に
御
筆
ま
め
に

は
被
成
御
座
候

へ
共
、
昼
夜
御
主
用
多
に
付
、

一
向
に
無
御
寸
隙
、
其
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儘
に
御
打
捨
置
被
成
候
御
儀
と
奉
察
候
。
頻
り
に
落
涙
を
相
催
申
候
。

(22
オ
)先
祖
書
過
去
帳
と
も
、
清
右
衛
門
書
継
候
而
毫
右
衛
門
様
御
志

を
と
げ
可
申
候
。

、
壷
右
衛
門
[様
]被
仰
候
は
、

一
昨
五
日
よ
り
お
添
殿
夜
に
水
を
あ
み

妙
見
を
被
祭
候
。
是
は
同
家
中
冨
沢
三
郎
右
衛
門
殿
内
儀
傳
達
之
よ
し
。

妙
見
は
則
北
斗
に
而
候
。

一
七
日
か
間
祭
り
候
而
、
其
後
三
ヶ
年
が
間

 
一
ヶ
月
に
一
度
つ
〉
水
を
あ
み
候
て
祭
り
候
由
に
候
。
右
之
信
心
故
か
、

三
郎
右
衛
門
殿
数
年
大
病
に
て
腰
ぬ
け
被
居
候

へ
と
も
、
今
以
存
命
に

候
と
御
噂
有
之
候
。
清
右
衛
門
申
候
は
、
夫
は
一
段
之
御
事
に
奉
存
候
。

凡
寿
命
を
祈
候
は
、
北
斗
に
し
く
は
な
く
奉
存
候
。
諸
神
へ
祈
願
い
た

し
候
も
餓
悔
を
第

一
と
い
た
し
候
由
、
(22
ウ
)人
と
し
て
生
涯
犯
さ
る

罪
も
無
之
も
の
に
候
へ
は
、
怨
敵
退
治
病
厄
退
散
を
こ
そ
祈
り
可
申
也
。

中
臣
之
祓
な
ど
専
此
意
に
候
。
し
か
し
三
年
と
申
は
長
き
事
に
而
、
女

中
の
御
身
分
に
而
は
御
太
儀
に
奉
存
候
旨
申
上
候
。

一
、
毫
右
衛
門
様
又
被
仰
候
は
、
此
度
之
大
病
快
気
可
致
哉
心
元
な
し
と

被
仰
候
に
付
、
清
右
衛
門
申
候
は
、
い
ま
た
御
年
若
之
儀
に
付
、
随
分

御
快
気
可
有
之
候
旨
申
上
候

へ
は
、
又
被
仰
候
は
、
い
や
と
よ
、
御
両

親
と
も
に
御
わ
か
死
に
被
成
御
座
候
。
祖
父
左
仲
様
は
御
長
命
に
候

へ

と
も
已
下
父
子
兄
弟
共
わ
か
死
の
家
に
候
へ
は
、
無
覚
束
と
被
仰
候
。

清
右
衛
門
又
申
上
候
は
、
両
親
御
短
命
に
候
共
、
其
子
短
命
と
申
事
も

(23
オ
)無
之
、
尊
父
五
十

】
に
て
御
病
死
被
成
候

へ
共
、
平
生
御
大
酒

に
而
御
不
養
生
に
被
成
御
座
候
。
あ
な
た
に
は
御
下
戸
に
候
へ
は
、
左

様
之
事
も
有
之
ま
し
く
と
申
上
候

へ
は
、
又
被
仰
候
は
、
我
等
下
戸
に

は
候

へ
と
も
、
先
年
大
坂
御
城
御
引
渡
之
節
、
御
供
に
而
彼
地
え
罷
越

候
道
中
、
三
十
日
余
駕
に
乗
り
詰
に
而
、
留
り
に
附
候

へ
は
坐
敷
内
も

歩

行

い
た
し

か
た

く
、
其

上
昼

夜
之
食

物

、
鴨
維

子

又
は
魚

類

[
の
み
]

食

し
候

。
右
故

歎

、
其
後

ケ
様

に
肥

満

い
た
し
、

追

々
腫
気

等

催

し
、

途

中
息

切

れ
等

い
た

し
候
。

七

八
年

已
来

ケ
様

に
病
身

に
相
成

候
。

其

上

平
生

之
動
向

と

て
も
、
朝

用
部

屋

へ
出

候
後

は
夜

四

ッ
時
迄

(
23
ウ
)

す
は

り
詰

に
而
、

少

し
も
運
動

い
た
し
候

事
無

之
、
夜

は
騰
燭

の
灯

に

顔

を

て
ら

し
、
其

上
万
事

動
向

に
心
遣

の

み

い
た
し

、
食

事

も
時

は
つ

れ

に
の

み
喰

候
故

、
此

節
之

大
便

の
嗅
気

も
魚

の
腸

之
く

さ

れ
候
匂

ひ

い
た

し
候
。

是
を

思

ひ
候

へ
は
、
讐

快
気

い
た
し
候
蓮

も

一
生

魚
類

は

給

申

ま
し

く
と
被

仰
候

。
清

右
衛

門
申
候

は
、

多
用

に
而

命

を

ち

ゴ
め

申

と
申

事
も

有
之

ま

じ
く
候

へ
と

も
、
御

心
遣

ひ
被

成
候

は
大

に
身

の

ど
く

に
可
有

之
候

。
兎
角

折

々
御
気

ば

ら
し

な
と
被
成

候

や

う

に

い
た

し
度

も

の
に
候

と
申
候

へ
は
、
憂

右
衛
門

様

又
被
仰

候

は
禄

あ

る
人

は

宿

へ
帰

り
候

へ
は
、
肩

も
ま

せ
給

仕

さ
せ

て

(24
オ

)
身
上

に
不
自

由
無

之
故

、 

上

の
御

役

人
方
な

ど
役

替
立
身

の
事

を

の

み
た

の
し

み

に
被

成

候

故
、

別

に
屈

た

く
も
無

之
候

へ
と
も
、
我

等
ご

と

き

は
万
事

不
自

由

勝

に
而
、

少

し
も

心

の
や

す

ま
る
間
無

之
、

大

に
命

を

ち

ゴ
め
申
申

也

と
被

仰

候
。
其

序

に
清
右

衛
門

申
候

は
、
実

に
先

日

の
御

様

子

に
而

は
、

万
が

}
も
御

快
気

有
之

ま

し
く

と
歎
申
候

処
、

幸

ひ

に
追

々
御
快

方

に
被

為
成

、
大

慶

此
上

な
く
奉

存
候

。
兎
角

大
病

之
節

な

ど

は
被
仰

置
度
儀

は
[
前
]
廣

に
被

仰
候

が
宜

候
。

其
遺

言
が

ほ
ぐ

に
成

候
而

、
御

全
快

之
上

む

か
し
咄

に
相
成

候

は

》
、

此
上

の
事

も
な

く

め

で
度

儀

に

候

と
申
候

へ
は

、
憂
右
衛
門
様

御
笑

ひ
被
成
候

而
、
別
段

に

(
24
ウ
)
跡

々

之
事

な
ど

御
咄

は
無

之
候
。

一
、
今

日
山

田
平

兵
衛

殿
見

廻

に
被

参

、
酒

な
ど
御

出

し
御

も

て
な
し
被

成
、
い
ろ
く

御
物
語
有
之
候
由
。
其
節
垂
右
衛
門
様
被
仰
候
は
、
実
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に
先
達
而
は

一
向
に
人
事
も
不
弁
程
之
仕
合
に
御
座
候
。
其
節
清
右
衛

 
門
杯
申
置
度
事
も
有
之
候
は
〉
申
候
様
に
申
候

へ
と
も
、
舌
こ
は
り
候

 

而
ろ
く

く

物

を
申

事

も

い
た
し

か

た
く
、
何

事

も
不
申

候
。

た
と

へ

 

此
儘

に
而
病

死

い
た
し
候

共
、

差
當

り
量
間

も
無

之
、
何

れ

に
も
清
右

 
衛

門
引

請
世

話

い
た
し

く
れ

可
申

候

へ
は
、
何

事

も
清
右

衛
門

心

一
は

 

い
に
取

り

は
か
ら

ひ
候
様

と
こ
そ
存

候

間
、

別
段

に
遺
言

等
も

不
仕
候

 

と
被

仰

候
よ

し
、
跡

に
而
平
兵

衛
殿

(
25
オ
)
咄

し
被

申
候

。
跡

々

に
而

 
存

候

へ
は
、
兼

而

は
御
覚

悟

は
有

之
候

へ
と

も
、

お
添
殿

い
ま

た
と

し

 

わ
か

と
申

し

、

お
蔦

事

も
幼
弱

に
候

へ
は
、
彼

此

を
被
思

召
御
遺

言
等

 

は
不
被
成

候
儀

と
奉

察
候

。

一
、
今

日
は
御

病
中

に
無

之
御
気

分
宜

敷

相
見

へ
、
御

通

し
七

八
度

、

ま

 

つ
こ
う

ほ
だ

て
候
様

な

る
水

通
し
申

候

。
楊
庵

様

に
も
御

見
廻
被

下

、

 

少

々
見

直
し

候
様

に
被

仰
候
。

0

へ
八

日

 
亥

の
日
曇
雨

 

今
日
も
御
快
方

に
而

、
御

食
事
御
通

し
等
、
昨

日
と
同
様

に
被

成
御
座
候

。

一
、
清
右

衛
門

昼
時

よ

り
参

り
、
終

日
御

物
語

仕
候
。

其
節

(
25
ウ
)
皇

右

 

衛
門
様

被
仰

候

は
、
當

六
月

お
秀

参

り
候
節

、

三
太
夫
殿

縁
者

の
よ
し

 

に
而
、

三
千

歩

と
申
人

、
武

蔵

一
国

の
獲
句

を
集

め
候

由
、

一
冊
之

帖

 

に
仕

立
候

而
む

さ
し

野

〉
後

の
月

と
題

号
有

之
、

は
じ

め

に
は
宗
匠

得

 

器
が
議

句

と
執
筆

の
句

有
之

、

そ

の
下

四
五

帖
白
紙

に
而
、

一
人
百

句

 

と
大

き
く
認

、
夫

よ

り
四
季

の
畿

句

二
一二
十

句
認
有

之

候
。
我

等
存

寄

 

に
は
、
す

る
が
毫

小
石

川

へ
も

た
せ
遣

し
候

も
世

話

に
有

之
候

間
、

此

 

方
連

の
護
句

承

り
置
候

を
認

遣
可

申

と
存
候

。
併

の
こ
ら
ず
名

の
下

に

 

印
有

之
候
問

、

印
な

く

て
は

い
か

〉
可
有
之

哉

と
被
仰

候
。
清

右
衛

門

 

申
候

は
、
寄

護
句

に
印

は

入
り

不

(
26
オ
)
申

候

へ
と
も

、
外

に
み
な
印

有
之

候

は

〉
、

此
方

連
ば

か
り
印

な
き

も

い
か

〉
に
候
ま

》
、

い

つ
れ

も

た
せ
遣

し
認

さ

せ
候
方

可
然

と
申

候

へ
ば
、

何
様

近
日

見

せ
可
申

と

被
仰

候
。

、

又
被

仰
候

は
、
先

日
完

来

評

の
爽
句
合

に
秋

風

の
句

 
 

秋

風
や
手

わ
け

の
森

の
木

つ
ゑ
よ
り

と
申

遣
し

候
が
点

に
な

ら
ず

、

此

間
病

中
再
案

い
た

し
候

に
、
秋

風
や
秋

を

手
わ

け

の
森

の
陰

と

こ
そ

い
た
す

へ
け

れ
と
被

仰
候

。
御

再
案

之
方

一
段

御
秀

逸

と
奉
存

候
由

申

上
候

へ
は
、
御

歓
被

成

候
。
跡

々
に
而
存

候

へ
は
、

誠

に

こ
の
句

こ
そ

御
辞

世

と
存
候

に
付

、

則
石
塔

へ
き
り

つ
け
申

候
。

(
26

ウ
)

、
清

右
衛

門
申

候

は
、

此
間
蘇

山

見
廻

に
被
参

候
節

、

ケ
様
之

故
障

も

無

之
候

は

》
、
當

月

は
駿
河
墓

に
而

一
会

い
た
し
可

申
存

寄

に
而

候

ひ

し
と

[被

申
候

と
]
申

候

へ
は
、
墓

右
衛
門

様
被

仰
候

は
好

之
道

と

は
申

な
か
ら

、
俳

譜
な

ど
不

断

い
た

し
候
も

あ
ま

り
保
養

に
も

相
成

不
申

、

終

日
す

は

り
お
り

候
而

気
を

つ
め
候
間
、

却

而
身

の
ど
く

に
有

之

候

と

被

仰
候

。
飽

ま

で
御
好

き

の
俳
譜

を

さ

へ
、

ケ
様

に
被
仰

候

は
、

よ
く

く

の
御
事
と
御
病
苦
之
御
難
渋
お
し
は
か
ら
れ
奉
察
候
に
、
落
涙
に

及
候
。

、

憂
右

衛
門

様
被

仰
候

は
、

先
月

十

六
日
、

深
光
寺

へ
参

詣

い
た
し
候

に
、
去

年

石
塔
修

覆

之
節
、

御
両

親
之

石
塔

石
く

さ
れ
候

が
、
あ

ま

り

物

入
多

く
候

故
、

そ

の
ま

〉
に
て
槁

き

(27
オ
)
直

し
置
候

へ
と
も

、

よ

く
く

見
候
程
見
く
る
し
く
候
。
何
れ
近
年
之
内
立
直
し
申
度
候
。
其

節
は
山
本
楊
庵
様
え
御
た
の
み
申
候
而
戒
名
し
た
〉
め
御
も
ら
ひ
可
申

と
被
仰
候
。
依
之
御
病
死
後
、
清
右
衛
門
万
事
差
閣
石
塔
之
儀
を
差
急

き
、
三
十
五
日
迄
に
石
塔
あ
た
ら
し
く
立
、
則
楊
庵
様
御
筆
を
奉
願
候
。

尤
水
鉢
之
畿
句
[は
]
清
右
衛
門
自
身
認
申
候
。

へ
但
石
塔
の
絵
図
は
、
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別
に
認
本
に
い
た
し
置
候
。

一
、
憂
右
衛
門
様
又
被
仰
候
は
、

一
体
當
屋
敷
は
役
人
中
何
れ
も
よ
き
人

に
而
候
。
就
レ
中
仙
右
衛
門
殿
は
下
を
憐
み
万
事
之
取
斗
私
な
き
人
に

候
。
去
年
鷹
野
重
右
衛
門
暇
願
候
儀
に
付
、
我
等
え
極
内
々
に
而
相
談

被
致
候
に
付
、
無
檬
何
か
の
手
筈
(27
ウ
)申
含
遣
し
候
。
然
所
い
か
》

間
違
候
哉
、
い
ま
だ
願
書
不
被
差
出
前
に
先
主
届
参
り
候
。
仙
右
衛
門

殿
格
別
之
取
斗
を
以
、
事
故
な
く
暇
被
申
渡
候
。

一
通
り
之
役
人
に
候

は
〉
重
右
衛
門
身
分
不
相
立
仕
合
に
可
相
成
候
。
殊
に
先
達
而
重
右
衛

門
妻
と
仙
右
衛
門
殿
内
方
と
少
々
申
分
有
之
由
に
而
、
重
右
衛
門
其
後

は

一
向
仙
右
衛
門
殿
え
疎
遠
に
の
み
罷
過
候
。
ケ
様
之
事
な
ど
を
少
も

不
被
懸
レ
心
に
、
穏
便
之
取
斗
[致
し
]
差
遣
し
候
仙
右
衛
門
殿
は
、
誠

に
よ
き
役
人
と
存
候
仙
右
衛
門
殿
存
生
之
内
は
家
中
に
し
く
じ
り
候
者

も
有
之
ま
し
く
と
、
重
右
衛
門
殿

一
件
委
細
に
御
咄
し
被
成
候
。

一
、
今
日
楊
庵
様
へ
う
な
ぎ
か
ば
焼

一
重
御
上
け
被
成
候
。
(28
オ
)是
は

兼
而
御
好
物
之
由
、
清
右
衛
門
御
噂
申
候
。
此
節
日
々
御
見
廻
被
下
候

に
付
、
則
も
た
せ
被
差
上
候
。
殊
之
外
御
歓
の
よ
し
、
憂
右
衛
門
様
御

咄
し
被
成
候
。

一
、
毫
右
衛
門
様
被
仰
候
は
、
今
日
 
殿
様
よ
り
永
之
暇
被
申
渡
候
夢
を

見
候
。
夢
心
に
是
よ
り
少
し
は
隙
に
成
、
保
養
も
可
成
と
嬉
し
く
思
ひ

候
。
何
事
も
 
殿
様
御
厚
恩
に
つ
な
が
れ
勤
死
い
た
し
候
と
御
咄
被
成
候
。

一
、
冨
沢
三
郎
右
衛
門
殿
よ
り
御
も
ら
ひ
被
成
候
由
に
而
、
三
州
加
茂
郡

本
地
村

〔割
書

・
稲
葉
山
観
音
禅
寺
〕
よ
り
出
候
地
蔵
菩
薩
之
御
影
を

小
さ
な
る
紙
に
赤
く
押
候
を
御
も
ら
ひ
被
成
、
殊
之
外
御
信
心
被
成
、

夫
を
薬
と

一
庭
に
御
符
に
被
成
、
御
飲
被
成
候
。
あ
ま
り
難
有
思
召
候

由
に
而
、
(28
ウ
)御
自
身
右
之
所
書
御
認
被
成
、
万

一
快
気
も
い
た
し

 
候
は
〉
、
追
而
参
詣
可
致
と
被
仰
候
由
。
御
筆
蹟
跡
に
而
拝
見
仕
候
に
、

例
と
は
御
手
も
か
は
り
、
殊
に
御
大
病
中
と
は
申
な
か
ら
、
御
痛
ま
し

 
く
存
候
。
其
書
付
左
之
通
。

 
 
 
へ
三
州
加
茂
郡
本
地
村
観
音
禅
寺

 
と
御
認
被
成
候
。
依
之
為
御
善
謹
追
而
か
け
地
に
い
た
し
可
申
と
、
清

 
右
衛
門
方
え
請
取
[置
]申
候
。

一
、
今
日
は
終
日
物
語
い
た
し
、
大
に
ま
ぎ
れ
候
よ
し
被
仰
候
。
御
通
し

 
七
八
度
、
御
食
事
等
も
か
ゆ
を
三
四
度
、
例
之
通
か
さ
に
而

一
ッ
ほ
ど

 
つ
〉
被
召
上
、
御
舌
之
こ
は
り
も
大
き
に
取
れ
申
候
。
楊
庵
様
も
御
見

 
廻
被
成
候
。
(29
オ
)

一
、
清
右
衛
門
参
り
候
度
に
、
御
門
之
下
番
御
様
体
を
委
く
承
り
申
候
。

 
右
下
番
申
候
は
、
憂
右
衛
門
様
御
病
気
を
下
々

一
統
に
歎
申
、
諸
神

へ

 
祈
願
い
た
し
候
。
中
に
は
堀
之
内
祖
師
え
百
度
参
り
い
た
し
候
者
も
有

 
之
候
よ
し
申
候
に
付
、
其
段
憂
右
衛
門
様
[え
]
御
咄
申
上
候
得
は
、
下
々

 
に
迄
左
様
に
被
思
候
は
手
前
之
仕
合
に
候
。
讐
此
儘
病
死
い
た
し
候
と

 
も
本
望
に
候
と
被
仰
候
。

0
へ
九
日
 
子
の
日
雨

 
今
日
も
同
様
御
快
方
に
被
成
御
座
候
。

一
、
昼
時
清
右
衛
門
参
り
候

へ
は
、
此

一
両
日
は
運
英
老
見
廻
不
被
申
候
。

 
今
日
見
廻
な
く
は
明
朝
迎
差
遣
し
可
申
候
。
(
29
ウ
)先
日
被
申
候
は
、

 
最
早
段
々
御
快
方
に
付
、
腹
中

へ
針
い
た
し
可
申
候
と
被
申
候
。
自
分

 
心
に
て
も
腹

へ
は
り
い
た
し
候
は
》
可
宜
存
候
と
被
仰
候
に
付
、
則
御

 
指
図
之
通
手
紙
認
置
申
候
。

】
、
今
日
御
通
じ
之
節
う
す
あ
か
き
水
二
三
升
程
、
丸
を
越
候
而
左
右
え

 

一
間
余
程
づ
〉
走
り
候
よ
し
に
御
座
候
。
全
く
御
難
症
と
内
々
驚
申
候
。
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、

墓
右

衛
門

様
被

仰
候

は
、

少

々

つ

〉
快
方

に
も
有

之
、
久

々
之

事
故

お
き

く
も
帰

し
可

申

と
其
段

申
聞

候
庭

、

お
き
く
達

而
相
歎

き
、

是
非

く

病
中
看
病
い
た
し
度
由
申
候
。
久
吾
殿
に
も
此
方
に
無
御
遠
慮
、

い
つ
迄

も
被
差

置
候

様

に
と

(
30
オ
)
被
申

候
故

、
其
盤

に

い
た
し

置
候

。

宇

八
殿

内
儀

も
、

も

は
や
断

候
而

帰

し
可
申

と
存
候
。

肴
代

弐
朱

も
遣

し
可
申

哉
、

お

き
く

は
兄
弟

之
儀

故
、

礼

に
も
及

ま
し
く
候

へ
と
も
、

肴

代

三
百
文

も

と
ら

せ
可
申

と
被

仰
候

。

[且

]
諺

に
申

候
通

、

一
看
病

二
医
者

と
申

如

く
、
皆

々
と
し

若

に
而
看
病

行
と

ゴ
き

か
ね
候
。

何

れ

月
見
後

に
は
両
人

と
も

帰
し

可
申

と
被

仰

候

に
付
、
清
右
衛

門
申

候

は
、

先

方

に
而
世

話

い
た

し
く

れ
候

は

〉
、

御
病
中

何
迄

も
御

た

の
み
置
被

成

可
然

候
。

た

と

へ
役

に
た

〉
ぬ
人
也

と
も

、
壱
人

も
余
斗

御
傍

に
被

居
候

へ
は
、

御
調

法

に
も
相

成
候

。

又
謝
礼

之
儀

は
近

日
清

右
衛

門
方

よ
り
可

差
遣

候
間

、
其

段

は
御
苦

労

に
被
成

ま
し

く
と
申
上

候

へ
は
御

歓

(
30
ウ
)
被

成
、

其
段

お
添

殿

え
も
御

咄
被
成

候
由

に
御
座

候
。

、

又
被

仰
候

は
、
病

中

殊
之

外
物

入
多

に
而
、

當
暮

な
ど

は
勤
向

も
相

成

ま

じ
く

と
被
仰

候

に
付
、

清
右
衛

門

申
上
候

は
、
其

儀

は
御
苦

労

に

被

成

ま
し
く

候
。
御

全

快
だ

に
被
成

候

は

〉
、

打
寄

い
か
様

に
も
可
仕

と
申
上

候

へ
は
、
夫

も

さ

の

み
と
ん
ち

や
く

い
た

し
候

事

も
無
之

と

は

被

仰
候

へ
共

、
御
内

々
は
御

苦
労

に
相

成
候

御
様

子

に
相
見

[
へ
]
申
候

。

、
御
物

語
之

序

に
皇
右

衛
門

様
被

仰
候

は
、

人
は

早
く
子

を
も

た
ね
ば

役

に
た

〉
ぬ
も

の
也
。

い
に
し

へ
戦

國
之
人

な
ど
、

若
く

て
打

死

い
た

し
候

も
有
之

候

へ
と
も

、
左

様

之
時
節

に
早

く
子

を
も

ち
候
事

と
被
仰

候

に
付

、
清

右
衛

門
申

候

は
、

(3ー

オ
)
如
仰

子
は
廿

代

に
而
も

ち
度

も

の
に
て
候
。

兎
角

実

子
相
績

に
而
な

く
候

へ
は
、
先

祖
之
血

詠

は
絶
申

候
。
近

年

一
統
他

姓

之
人
を

養
子

に

い
た
し
候

へ
と
も
、
い
に
し

へ
は
無

之

事

に
候
。

夫

も
女

た
り

と
も

[
せ
め

て
]
智
養

子
迄

は
血

詠

は
切

れ
不

申

候

へ
と

も
、
今

は
御

歴

々
方

さ

へ
他
家

よ

り
養

子

い
た

さ

れ
候
例

に

相

成
候

。
曽

祖

父
興
也

様
御

実

子
無

之

、
真
中

氏
を
養

子

に
被

成
、

鈴

木

氏

之
女

を
娘

に
被
成

候
故

、
瀧

沢
之
血

す
ぢ

は
無

之
様

に
被

存
候

。

併

是

も
世
上

の
な
ら

は
し

[
に
]
候

へ
は
、

其

せ
ん

さ
く

に
も
及

ま

し
く

候

へ
ど
も
、

可
相

成

は
実

子
相
績

に

い
た
し
度

も

の
に
御

座
候

と
申

上

候

へ
は
、
皇

右
衛

門
様

、

な
る
程
今

は
大

名
方

さ

へ
他

(3ー

ウ
)
性

を

[養

子

に
]
被

致

候
。
併

加
賀

薩
摩

な

と

の
大
家

は
他
家

よ
り
養

子

と
申

事

は
無

之

と
被

仰
候
。

、

夫

に
付
、

毫
右

衛
門

様
被

仰
候

、
先
年

深
川

松
平

淡
路

守
様

え
我

等

出

入
願

相
叶

候
節

、
大

助

〔割
書

・
真
中

幸
次

郎
殿
事

也

〕

承
候

而
左

仲

様

の
さ

ぞ
御
歓

に
可

有
之

と
申

候
よ

し
承

り
候
。
左

様

申

口

の
下

よ

り
、
大

助
為

に
も
伯

父
た

る
左
仲
様

御
墓

な
ど

へ
は
、

お
な

じ
江
戸

に

居

な

か
ら
参

詣

も
不
致

候
。

物

し
ら

ぬ
人

に
は
何

様

之
心

得
違

有
之

候

と
被
仰

候
。

清
右

衛
門

申
候

は
、
夫

は

四
郎
右
衛

門
殿

清

兵
衛

殿

な
ど

も
同
様

に
候

。
深

光
寺

は
父

母
兄
弟

之
墳

墓

に
候

へ
と
も

、

一
年

に

一

度

も
参

詣

い
た

さ
れ
ず

、
兎
角

(
32
オ
)
物

よ

ま
ぬ
人

之
心

入

は
別
段

に

候

と
申

候

へ
は
、

毫
右

衛
門

様

に
も
御
笑

ひ
被
成

候
。

一
、

其
序

に
清

右
衛

門
申

候

は
、
私

な
ど

は
末

子
之
事

に
候

故

、

ケ
様

に

町
屋

に
罷
在

候
。

是
杯

も
御

両
親

之
思

召

に
は
叶

ひ
候

ま
し

く
候
。

其

志

に
御

座
候

故

、
商
責

は

じ
め
候

て
も

人

に

へ
つ
ら
ひ
候

が

心
う

く
、

夫

故
兎

角
渡

世

も
繁
昌

不
仕

候
故

、
只

今

は
商

ひ
も

相
止

め
申

候

と
申

候

へ
は
、
毫

右
衛

門
様

被
仰

候

は
、
兎

角
腹

か
ら

の
町
人

な

ら

で
は
商

ひ
な

ど
は

ゆ

か
ぬ
も

の

〉
よ
し
。

し

か
し
う

き
世

は
心

の
あ

は

ぬ
人

に

も
ま
げ

て
言

ね
ば

よ
き
人

と

は

い
わ

れ

ぬ
も
の
と
被

仰
候

。

(32

ウ
)
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一
、
清

右
衛
門

申
候

は
、
右

に
付
、

伜
鎮

五
郎

杯

を
中

々
町

人

に
致

し
候

存
寄

は
無
之

候
。
彼

れ
腹

に
居
候

節

よ
り
、
楊
庵

様
弟

子

に
願
置

申
候

。

医
者

に
い
た
し
可
申

と
存

候

と
申
候

へ
は
、
毫

右
衛

門
様

、
医
者

に
致

す

に
も
及

ま
し

く
と
被
仰

候
故

、
當

時
自

分

の
才
覚

に
而

御
旗

本

に
も

成
候

は
医
者

に
候
。

夫

も
其
者

の
お
ひ
立
次

第

に
候

へ
は
、
只
今

よ

り

何

に
い
た
す

べ
き
と
も
難

申

と
申
上

候

へ
は
、

墓
右

衛
門

様

に
も
尤

と

被
仰

候
。
跡

々
に
而
考
見

候

に
、
若

御
男

子
無

之
候

は

》
、
鎮

五
郎

を

養

子
に
可
被

成
思
召

に
付
、
医
者

は
入
ら

ぬ
も

の
と
被

仰

候
儀

と
存
候

。

、
今

晩

お
そ

へ
殿

え
墓
右

衛
門

様
御

咄
被
成

候

は
、

近
年

病
身

に
も
成

候

へ
は
、
鎮

五
郎

を
養

子

に
可

致
存

候

と

(33

オ
)
被

仰
候

。

お
添
殿

被

申
候

は
清
右

衛
門

殿

に
も
壱
人

之
御

男

子
と
申

、
殊

に
医

者

に
可
被
成

思

召

に
候

は

〉
、

御
承
引

有
之

ま

し
く
哉

と
被
申

候

得

は
、
惣

領
之
家

を
継

候
事

に
候
間

、
清

右
衛
門

随
分

承
知

可
致

と
被

仰
候

よ

し
、
跡

に

而

お
添
殿

咄

に
御

座
候

。

一
、
壷

右
衛
門

様
被

仰

は
、
當
夏

は
暑

に
堪

か
ね
水

な
ど

を
飲

み
、
其

上

冷

さ
う

め
ん
を
度

々
給

候
而
大

に
不
養
生

を

い
た

し
候

と
被
仰

候
故

、

清

右
衛
門
申

候

は
、
私

な

ど
は
あ

ま
り
冷

さ
う

め

ん
は
好

み

不
申
、

に

う
め
ん

を
さ

ま
し
候
而

給
申

候
。
水

な

ど
は
別

而
給

不
申

候
。

途
中

あ

る
き
候

而

口
中

か

は
き
候
節

は
、

水
を
被

下
候

事

も
有

之
候

へ
共
、

是

は

(33

ウ
)忽

汗

に
出
候

而
、
腹

中

に
滞

り
居

不
申

候
故
給

申

候

と
申

候

 
へ
は
、

已
来

は
我
等

も
冷

さ
う

め
ん
水

を

の
み
候

事

は
相
止

め
可
申

と

被

仰
候
。

其
序

に
清
右

衛
門

申
候

は
、

い
に
し

へ
よ

り
ふ
る

き

さ
う
め

ん
と
五

月

の
綜

は
痢
病

の
薬

と
申

傳

へ
候

と
申

候

へ
は
、
幸

ひ
此
間

よ

り

さ
う

め
ん
給

申
度

と
存

居
候
間

、
近

所
承

り
見

可
申

候

と
御
聞

せ
被

成
候
庭

、
隣
家

に
古

き
さ

う

め
ん
有

之
候

よ
し

に
而
被

呉
候

。
則

清
右

 
衛
門
え
為
御
見
被
成
候
処
、
い
か
に
も
ふ
る
き
さ
う
め
ん
と
見

へ
、
虫

 
な
ど
通
し
候
跡
見
へ
候
に
付
、
随
分
可
然
候
。
味
噌
汁
に
而
に
う
め
ん

 
に
被
成
、
少
々
被
召
上
候
様
に
申
上
候
へ
は
、
今
晩
み
そ
汁
に
而
に
う

 
め
ん
に
被
成
、
至
極
よ
ろ
し
き
由
に
而
、
か
さ
に
て
三
ぜ
ん
程
被
召
上

 
候
(34
オ
)よ
し
に
御
座
候
。

一
、
七
ッ
時
頃
よ
り
清
右
衛
門
跡
を
追
ひ
、
お
さ
き
お
い
う
参
り
、
日
暮

 
前
迄
皇
右
衛
門
様
御
傍
に
而
遊
ひ
居
候
。
今
夕
運
英
老
被
見
廻
候
而
御

 
腹

へ
針
三
本
程
た
て
候
よ
し
、
御
療
治
之
邪
魔

に
相
成
候
問
、
清
右
衛

 
門
儀
は
子
供
召
連
れ
夕
方
帰
り
申
候
。

一
、
今
日
は
昨
日
よ
り
少
々
御
食
気
も
う
す
く
、
御
通
じ
も
や
は
り
ま
つ

 
こ
う
ほ
だ
て
候
様
な
る
水
十

～
二
度
通
し
候
。
尤
は
し
り
候
は
今
昼
の

 
事
に
御
座
候
よ
し
。

〇
十
日
 
丑
の
日
曇

 
今
暁
明
六
ッ
時
前
憂
右
衛
門
様
[よ
り
]
御
使
参
り
、
只
今
可
参
旨
(34

 
ウ
)被
仰
下
候
に
付
、
打
驚
直
に
参
り
候
処
、

お
添
殿
お
き
く
被
申
候

 
は
、
夜
前
四
ッ
時
過
よ
り
又
御
最
初
の
通
り
之
御
様
子
に
而
う
は
言
等

 
被
仰
、
兎
角
御
か
け
出
し
も
可
被
成
御
勢
ひ
に
付
、
色
々
御
介
抱
い
た

 
し
候

へ
共
、
御
同
様
に
御
座
候
間
、
其
段
御
し
ら
せ
可
申
と
存
候
処
、

 
毫
右
衛
門
様
被
仰
候
は
清
右
衛
門
事
多
用
之
処
、
日
々
参
り
呉
候
に
、

 
夜
中
に
呼
に
遣
し
候
は
余
り
心
な
く
候
。
無
用
に
可
致
と
被
仰
候
。
然

 
ら
は
楊
庵
様

へ
申
上
へ
く
と
申
候

へ
は
、
楊
庵
様
も

一
両
日
御
不
快
之

 
由
被
仰
候

へ
と
も
、
押
而
日
々
御
見
廻
被
下
候
上
、
又
候
夜
中
申
上
候

 
も
気
之
毒
に
候
間
、
是
又
無
用
に
可
致
と
被
仰
候
。
両
人
女
子
之
事
に

 
而
大
に
困
り
、
夜
の
明
候
を
待
か
ね
候
而
申
遣
候
と
被
(35
オ
)申
候
に

 
付
、
則
部
屋
之
内
へ
参
り
御
様
子
相
伺
申
候
処
、
毫
右
衛
門
様
被
仰
候
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は
、
夜
前

は

い
ろ
く

の
夢

を
見

候

て
、
又
候

う

は
言
な

ど
申

候

よ
し
、

夫

故

お
添

お
き
く
大

に
驚

、
其
方

え

人
可
遣

な
ど

さ
は
ぎ

候

へ
ど

も
、

と

め
置
申

候

と
被

仰

候
。
御

気
分

只
今

は
随

分
御
実

症

に
御
見

へ
被

成

候
。

御
豚

之
御
様

子

は
昨

日

と
は
少

々
か
は

り
申
候

。
程

な
く

夜

明
候

に
付

、
様

体
書
相

認
楊

庵
様

へ
御

薬
取

に
遣

し
、

五

ッ
時
前

清

右
衛

門

は
宿

へ
帰

り
申

候
。

御
心

も

ち
は
何

も
御

か
は
り
被

成
候
儀

も

無

之
と

被
仰

候
。

、
朝

四

ッ
時
過

、
清
右

衛

門
参

り
御
様

子
相
伺

候
処

、
先
刻

け
し

か
ら

ぬ
下

り
物

い
た
し
候
。

見
候

様
墓

右
衛
門

様
被

仰
候

に
付

、

(
35
ウ

)
則

見
候

庭
、

大
便

之
形

い
た

し
候
血

、
丸

に
半

分
程

く
だ

り
、
紙

に
而

お

し

つ
ぶ
し
候

へ
は

ぶ
り
く

い
た
し
、
禮

ま

ぐ
ろ

の
ち

ゑ
と
も

可
申

色

合
に
而
、
外
は
し
る
こ
も
ち
の
あ
ん
の
ご
と
き
血
に
而
、
都
而
丸
に
半

分
余
御
座
候
。
御
心
も
ち
は
い
か
〉
と
申
上
候

へ
ば
、
腹
も
ち
な
ど
は

例
よ
り
も
快
よ
く
覚
候
と
被
仰
候
。
何
れ
お
し
付
楊
庵
様
御
見
廻
可
被

成
候
間
、
其
儘
被
差
置
候
様
に
申
候
而
、
清
右
衛
門
は
帰
り
申
候
。
程

な
く
楊
庵
様
御
見
廻
被
成
候
に
付
、
参
り
候
様
と
被
仰
下
候
に
付
、
参

り
可
申
と
清
右
衛
門
支
度
い
た
し
お
り
候
処

へ
、
清
右
衛
門
宅

へ
楊
庵

様
被
成
御
出
被
仰
候
は
、
籾
以
之
外
之
変
症
出
候
。
中
々
快
気
は
心
元

な
く
候
。
只
今
に
も
急
変
有
之
(36
オ
)
ま
し
く
哉
難
斗
候
。
最
初
よ
り

不
見
届
病
症
に
は
有
之
候
へ
共
、
無
嫁
薬
遣
候

へ
と
も
、
誠
に

一
方
を

防
け
ば

一
方
崩
れ
候
。
何
れ
元
周
玄
徳
殿
之
内

へ
相
た
の
み
可
然
旨
、

達
而
御
断
被
仰
聞
候
。
清
右
衛
門
申
候
は
、
御
尤
之
仰
に
は
奉
存
候

へ

と
も
、
所
詮
只
今
余
人
え
相
た
の
み
候
て
も
よ
も
薬
は
く
れ
ら
れ
ま
し

ぐ
候
。
死
生
之
庭
は
人
力
の
不
及
儀
に
御
座
候

へ
は
、
何
卒
只
今
迄
之

通
り
御
薬
可
被
下
候
。
両
三
日
も
同
様
に
御
座
候
は
》
、
又
々
余
人
え

相

た

の
み
可
申
候

。
右

体
之

お

り
も

の

い
た
し
、
當

人

井
家

内

も
内

々

驚

お
り
候

処
、

又
候

御
断

之
旨
申

聞
候

は

・
猶

々
力
を

お
と

し
、
早

く

よ

は
り
可
申

候
。

私

承
知
仕

お

り
候
上

は

(
36

ウ
)
少
し

も
御

遠
慮

有

之

ま
し
く
旨
、
達
而
申
上
候
に
付
、
楊
庵
様
に
も
や
う
く

薬
被
下
候
積

に
相
成

候
。

今

日
よ

り
参
附

湯
之

外

に
独
参

湯

四
分

つ

〉
打

て
か

へ
に

御

用
被
成

候
。

人
参

斗

は
御

む

ね

に
さ
は

り
候

よ
し

に
付

、
生
姜

の
し

ぼ

り
汁
を

さ
し
、

参
姜

湯

に

い
た
し
御

用
被

成
候

。
是

は
全

く

元
気

を

助

け
候

つ
も
り

に
御
座

候
。

今

日
よ

り
楊
庵

様
、

一
日

に
弐

度

つ

〉
御

見
廻
被

下

候
。

、
今

昼
頃

よ
り
御

元
気

大

に

お
と
ろ

へ
、
兎
角

黙

々
と
御

眠

り
被

成
候

。

御
豚

も
大

き

に
ち

い
さ
く
相

成
申

候
。

、
右

体
御
様

子

に
付
、

此
問

御

た

の
み
被
成

候
木
挽

丁

へ
被

遣
候

た

ば

こ

ぼ
ん
買

に
、
昼

時
清

右
衛

門

日
本
橋

ふ
ち

木

え

(37

オ
)
参

り
、

女

た

ば

こ
盆

一
面
と

〉
の

へ
申
候

。
尤

箱
出

来
合
無

之

候

に
付
、

明

七

ッ
時

頃

に
こ
し

ら

へ
さ
せ
候

積

に
あ

つ
ら

へ
、
代

金
七
匁

梯

置
申

候
。

右
序

に
本
町
薬
種

や
に
而
人
参
十
匁

代
金
被
下

り
、
此
銭
四
百

文
也

に
而
と

Σ

の

へ
差
上

け
申
候

。
右

之
代

銭
清

右
衛

門
方

え
被
遣

候

。

且
柳

屋

に
て

御
取

り
被
成

候
御

種

人
参

よ
り
別

而
宜

よ

し
被
仰

候
。

、
今

日
も

昼
後

よ
り
終

日
清

右
衛

門
参

り
居

候

へ
と
も

、
兎

角
気

お
も

に
て
別
段
御

咄

も
無
之

、
折

角
参

り
呉

候
得

と
も

、
気

む

つ
か
し
く

咄

も
無

之

と
被
仰
候

。

、
夕

方
憂

右
衛
門

様
被

仰
候

は
、

我
等

日
外

不
斗

存
候

は

、
定
紋

之

矢

車
、

矢
之

根

に
丸

な

く
根

を
丸

く

(
37
ウ
)
よ
せ
候

斗

に
候
。

定
紋

な

ど

は

ケ
様

に
あ
や
う

く

て
は
不

宜
候

。
已
来

は
矢
之
根

に
細

輪

二
筋

附
候

而
根

を
輪

へ
付

け
可
申

と
存

候
。

恰
好

は

日
外
大

丸

に
而
探

さ

せ
候

我
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等
帷
子
之
紋
宜
と
覚
候
と
被
仰
、
御
帷
子
御
出
さ
せ
被
成
御
見
せ
被
成
、

此
恰
好

に
而
細
輪
を
矢
之
根

へ
付
候
而
紋
本

一
枚
認
く
れ
候
様
被
仰
候

 
に
付
、
直
に
其
夜
紋
本
認
、
入
御
覧
申
候
。

一
、
今
日
は
御
通
じ
例
よ
り
も
す
く
な
く
、
七
八
度
通
し
申
候
。
御
小
用

 
も
先
達
而
よ
り
し
ゆ
び
ん
に
て
被
成
候
へ
ど
も
、
兎
角
被
成
に
く
〉
候

 
よ
し
被
仰
候
。
大
便
し
も
り
候
事
有
之
候
に
付
、
ふ
く
さ
も
の
あ
て
折
々

 
と
り
被
申
候
。
御
食
(38
オ
)気
も
無
御
座
、
例
よ
り
は
か
ゆ
な
ど
も
少

 
く
被
召
上
候
。
御
薬
は
不
絶
被
召
上
候
よ
し
。

一
、
今
晩
お
添
殿
お
き
く
へ
御
容
体
之
段
く
は
し
く
咄
し
、
御
快
気
無
覚

 
束
旨
、
内
々
清
右
衛
門
申
聞
置
候
。

一
、
今
晩
清
右
衛
門
、
山
本
宗
英
様
御
見
廻
被
下
候
御
礼
可
申
上
た
め
罷

 
出
候
而
、
御
礼
申
上
候
。
宗
英
様
御
當
番
に
て
御
留
守
に
御
座
候
。
楊

 
庵
様

に
も
此
間
よ
り
之
御
礼
申
上
、
即
刻
罷
帰
り
申
候
。

○
へ
十

一
日

寅
の
日
晴

 
今
日
は
弥
御
元
気
お
と
ろ
え
申
候
。
清
右
衛
門
無
檬
役
用
有
之
候
に
付
、

 
今
朝

一
寸
参
り
御
様
子
承
り
(38
ウ
)候
。
今
朝
藤
木
え
た
ば
こ
盆
と
り

 
に
被
遣
候
処
、
い
ま
だ
出
来
不
申
候
よ
し
被
仰
候
に
付
、
今
日
清
右
衛

 
門
と
り
に
可
参
旨
申
上
候
。

一
、
今
朝
お
百
御
見
廻
に
参
り
候
。
尤
鎮
五
郎
召
連
れ
参
り
候
。
墓
右
衛

 
門
様

お
百
を
枕
元
え
被
召
呼
、
清
右
衛
門
事
多
用
之
処
、
日
々
参
り
呉

 
候
故
、
大
に
力
に
成
候
而
歓
入
申
候
。
不
思
儀
な
る
縁
に
て
世
話
に
相

 
成
候
。
夫
に
幸
と
近
庭
に
被
居
候
故
、
何
事
に
よ
ら
ず
呼
に
遣
し
早
速

 
用
事
と
〉
の
ひ
申
候
。
せ
め
て
初
右
衛
門
存
生
に
候
は
〉
看
病
も
か
わ

 

る
く

に
い
た
し

、
清

右
衛

門
力

に
も
成

り
可
申

に
と
被
仰

候

よ
し

。

 

お
百
申

上
候

は
、

何

ぞ
被

召
上

(39

オ
)
度

も

の
も
無

之
候

哉

と
相
伺

候

処
、
何

も
是

を

と
存
候

物

も
無

之
、
道

明
寺

の
か

ゆ
給

候

而
見

申
度

候

得

と

も
、
砂

糖

入
不
申

候

而

は

い
か
ぬ
も

の
[
也
]
。

其
あ

ま

き
も

の
が

い
や

に
候

間
、

致

し

に
く

》
候

と
被

仰
候
。

跡
よ

り

お

い
う

参

り
候

へ

は
、

せ

ん

べ

い
な

ど
被
下

、

お
さ

き

へ
み
や
げ

に
と

て
別

に
御

つ

〉
ま

せ
被

成
被
遣

候

。
鎮

五
郎

御
あ

や

し
被

成
、

御
機
嫌

よ

ろ
し

き
体

に
御

見

へ
被
成

候
よ

し
。

お
百
梅

干

を
持
参

い
た
し
上

け
申
候

。

、
今

日
運

英
見

廻
候

へ
と
も
、

右
之
御

様

子

に
付

、
御
療

治

は

不
致
候

而
、

帰

り
申
候

よ

し
。

、

や

へ
な
り

か
ゆ

、

か
さ

に
二
ぜ

ん
程

被

召
上
候

よ
し
。

(
39

ウ
)

、
今

日
伊

藤
文

之
進

殿
見

廻

に
被
参
候

へ
と
も
、
御

気

む

つ
か
し
く
候

に
付
、
ろ
く
く

御
挨
拶
は
不
被
成
候
由
。

、
終
日
う
と
く

と
御
眠
り
被
成
候
。
御
通
じ
も
例
之
通
の
水
十
度
程

通

し
申
候

。
御

豚

も
折

々
か

は
り
申

候
而

、
不
同

に
御
座

候

。

一
、
今

夕

方
清
右

衛

門
、
藤

木

え
た
ば

こ
盆

と
り

に
参

り
、
出

来

に
付

、

直

に
持
参

い
た
し

入
御
覧

申

候
。
外

に
き
せ

る
二
本

ら
う
共

百

六
十

四

文
、

是

は
清
右

衛

門

と

〉
の

へ
候

而
上

け
申

候
。

至
極

よ

ろ
し

き
由

に

而

、
御
歓

被
成

候

。
明
朝

木
挽

丁

へ
可
遣

と
被
仰

候
。

、
今

晩

四

ッ
時

、

墓
右
衛

門

様
よ

り
御
使

参

り
、

只
今

可
参

由

(
40
オ
)

に

つ
き

、
早
速

参

り
候
処

、

御
差

込

つ
よ
く
難
儀

之
由

に
付

、

御
灸

治

可

然
旨
申

候

而
、

直

に
気

海

天
櫃

え
灸
治

い
た
し
上

け
申
候

へ
は

、
御

差

込
少

々
う

す
ら

き
申

候
。

直

に
楊
庵
様

へ
四

ッ
時
過

御

見
廻

之
儀

申

上

候

へ
は
、

早
速

御
見

廻
被

下
候

。
誠

に
大
切

之
由
被

仰

候
而

御
薬

被

下

、
殊

に
独
参

湯

え
く

ま

の
ゐ
を

さ
し
熊

参
湯

に
い
た
し

、
姜

汁

と
童

便

を

さ
し
用

候
様

被
仰

候

に
付
、

如
御

差
図

い
た
し
度

々
相

用
申

候
。

温
石

を
と

り

か

へ
く

御
腹

へ
あ

て
、

其
間

に
は
腹

中

へ
灸

治

い
た

し
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候
。
終
夜
清
右
衛
門
付
居
り
御
看
病
仕
候
。
お
き
く
お
添
殿
宇
八
殿
内

 
儀
も
夜
伽
看
病
(40
ウ
)
い
た
さ
れ
候
。

一
、
今
昼
久
吾
殿
清
右
衛
門
方
へ
被
参
、
様
体
被
相
尋
候
之
間
、
大
切
之

 
段
委
細
咄
し
申
候
。

一
、
今
晩
少
々
御
さ
し
込
は
止
み
候
へ
と
も
、
御
眠
り
被
成
候
事
不
相
成

 
候
に
付
、
九
ッ
時
頃
よ
り
夜
明
を
御
待
か
ね
被
成
候
而
、
も
は
や
夜
明

 
候
哉
と
度
々
御
聞
被
成
候
。

〇
十
二
日
 
み
つ
の
と
の
卯
の
日
曇

 
今
早
朝
木
挽
丁
え
た
は
こ
盆
も
た
せ
被
遣
候
。
万
事
御
自
身
御
世
話
被

 
成
候
而
被
遣
候
由
。
此
序
に
御
病
体
お
ひ
で
へ
可
申
遣
候
処
、
と
り
込

 
に
而
お
添
殿
心
付
不
被
申
候
間
、
御
大
切
之
段
は
お
秀
存
不
申
、

一
通

 
り
之
返
事
(4ー
オ
)申
来
候
よ
し
に
御
座
候
。

一
、
五
ッ
時
頃
、
清
右
衛
門
[は
]宿

へ
帰
り
申
候
。
御
様
子
無
心
元
候
間
、

 
お
百
を
差
遣
申
候
。

一
、
今
朝
毫
右
衛
門
様
お
添
殿
え
被
仰
候
は
、
我
等
若
病
死
い
た
し
候
は
〉
、

 
其
方

に
は
奉
公
い
た
し
可
申
候
。
小
児
を
つ
れ
て
奉
公
も
難
相
成
候

へ

 
と
も
、
糀
丁
は
格
別
之
儀
故
、
願
候
而
奉
公
可
致
よ
し
被
仰
候
由
。

一
、
又
被
仰
候
は
、
我
等
用
人
を
も
相
勤
居
候
得
は
、
葬
礼
之
節
鎗
挾
箱

 
を
も
た
せ
可
申
候
。
其
儀
は
定
而
清
右
衛
門
承
知
に
可
有
之
候
と
被
仰

 
候
よ
し
、
お
添
殿
跡
に
而
咄
し
被
申
候
。
(4ー
ウ
)

一
、
今

日

も
御

通

じ
も

ろ
く
く

無
之

、

し
も

り
候
を

ふ
く

さ
物

に
少

々

 

つ
〉
と
り
申

候
。
小
用
は

一
向
御
通

し
無

之
候
。
御
薬

は
よ
く
被
召

上
候
。

一
、

昼
時

よ
り
清

右
衛
門

参
り

、
御
看

病
仕

候
。

楊
庵

様

に
も
今

朝
御

見

 
廻
被

成
、
今

晩
別

而
心
付

候
様

被
仰

置
候

。

一
、

九

ッ
時
頃

、

か
ん
ざ

ら
し
團

子
汁

に

い
た

し
候
を

五

つ
六

つ
被
召

上

候
。

も
は
や
御

起
直

り
被

成
候

事

不
相
成

候

に
付

、
〈

〉
め

て
御

も

ら

ひ
被
成

候
。

御
汗

お
び

た

〉
し
く
出

、
御

詠

に
閾

体
有

之
、

御

眼
中
御

様

子

な
と
誠

に
心

元
な

く
相
覚

申
候

。

、

お

つ
た
枕

元

[え

]
被
召

呼
、

御
汗

御

ふ
き
被

成

候
手
拭

を

(
42
オ
)
顔

に
あ

て
御
あ

や
し
被

成
候

へ
は
、

お

つ
た
機
嫌

よ

く
笑

ひ
候

よ

し
、
誠

に

一
生

之
御

別
れ

と
奉
存

候
。

一
、
今
朝

う

い
ろ
う

も
ち
被

召
上

度

よ
し

に
付
、

所

々

へ
と

り

に
被

遣
候

 
へ
と
も
、
出

来

[合

]
無

之
、
ぎ

う

ひ
を

と

》
の

へ
参
り

申
候

に
付

、
ぎ

う

ひ
を
少

々
被

召

上
候
。

一
、
御
差

込
折

々
御
座

候

に
付
、

灸
治

を
度

々

い
た

し
上

け
申

候
。

御
灸

治

い
た
し
候

内

は
御

差

込
も
止

み
候

よ

し
被

仰
候

。
清

右
衛

門
申

上
候

は
、

大
病
之
儀

に
も
有

之
、

お

つ
た
事

は
私

附
居

候
上

は
、

少

し
も
御

案
し
不
被

成

に
、
只
御
病

気
御

全
快

を
御

祈
可
被

成

候
と
申

上
候

へ
は
、

快

気

之
程

は
無

心

元
と
被

仰
候

。

(
42

ウ
)

、
昼
後

久
吾
殿

相

た

の
み
楊
庵

様
御

手
紙

被
遣

、
杉

浦
玄

徳

様
片

倉
元

周
老

へ
見
廻

之
儀
申

遣
候

処
、

両
家

と

も
故
障

有

之
由

に
而

、
見

廻
不

被
申
候

。
玄
徳

様

に
は

明
早
朝

御
見

廻
可

申
旨

被

仰
候

よ

し
、
久

吾
殿

被

申
聞

候
。

、
七

ッ
時
頃

よ

り
御

汗

し
き

り

に
出

、
御

顔
御

手

御
胸

へ
か
け

ぬ
ぐ

ひ

候
も

間

に
合

不
申
位

に
而
、
御

差

込
折

々
有

之
、

御
腹
殊

之

外

張
り
御

豚
体
杯

甚
不

宜
候
。

誠

に
御
大

切

と
存
候

間

、
清

右
衛

門
御

枕

[
元
]
に

て
密

に
御
顔

を
書

う

つ
し
申

候
。

是

は
お

つ
た
事

成
長

の
後

見

せ
可
申

存
寄

に
候
。

(
43
オ
)

、
折

々
う

は
言
被
仰

候
。

兎
角

御
勤

向
之

事

の

み
被

仰
候

而

、
其

手
紙

は
何
方

よ

り
参

り
候
哉
杯

と
、

平
生

御
取

扱
被

成

候
事

の
み
被
仰

候
。
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其

間

に
は
御
実

性

の
こ

と
も
被

仰
候

。
後

に
は
御

用
部
屋

に
御
出
被

成

候

思
召

に
而

、
兎
角

御
用

部

屋

に
居
り

候

て
は

い
か

〉
故

、
早
く
宿

へ

駕

に
の
せ
可

遣
候
。

お
し
付

殿
様

御
通

り
有

之
候

へ
は
失

礼

に
有

之
候

な
ど

》
被

仰

候
。
御

一
心
御

勤
向

に
の
み
御

こ
り
被
成
候

。
是
迄

之
御

心
遣

ひ
さ

こ
そ

と
お
し

は

か
ら

れ
、
御

痛

ま
し

く
皆

々
落

涙
仕
候

。

、

夕
方
弥

御

差
込
有

之
、

御

腹

を
お

さ

へ
候

に
、

水
気
昇

進

い
た
し
、

[押

へ
候
]
手

を
上

へ
つ
き
上

候
位

に
御

座
候

。

(43
ウ
)
又
候
御
腹

へ
灸

治

い
た
し
候

処
、
最

早

灸
治

も

い
た

す
ま

じ
く

と
被
仰
候

に
付

、
半

す

へ
候
而

相
止

め
申
候

。

、
兎
角

御
用

部
屋

に
御

出
被

成
候

御

心
も

ち

に
御

座
候
間

、
御
床

を
前

へ
引
申

候

へ
は
、
少

々
御

う

は
言

相
止

み
申

候
。

、
今

日
御
う

は
言

に
深

光
寺

へ
人
遣

し
候
哉

と
度

々
被
仰

候

よ
し
。
御

髭

の
近

く

を
御
撫

被
成

、
翌

は

さ

つ
は
り

と
月
代

そ

り
可
申

と
被

仰

候

よ

し
。

、

日
暮
候

而
よ

り
は
薬

も
御

腹

中

へ
納

り
不
申

、
御
胸

元

に
有
之
候

へ

と

も
、
御
薬

は
む
り

に
被
召

上

候
。
尤

少

々

つ
〉
度

々
差
上
申

候
。

今

晩
楊

庵
様

へ
御

見
廻
之

儀
申

上

候
虞

、
兼

而
御

不
快

之
慮
、

今
日
押

而

御
勤

被
成
候

に
付

、
御

帰

(44
オ
)
後
御

不

快
之

由
、
御

断
被

仰
遣
候

。

尤
薬

等
手
當

之
儀

は
く
は

し
く

御
差

図
被

仰
下

候
。

、

六

ッ
時

過
毫

右
衛

門
様
被

仰

候

は
、
久

吾
殿

医
者

之
迎

に
被
参
候

よ

し
、
弥
見

廻
被
申

へ
く
哉

と
御

尋
被
成

候

に
付

、
元
周

は
断

に
御
座

候
。

玄
徳

様

は
今
晩

中

か
、
若

し
遅

く

は
明
早

朝
御

見
廻

可
被
成

旨
申
来

り

候

と
申
候

へ
は
、
墓
右

衛

門
様

被
仰

候

は
、
左

様

に
ほ
ね

を
し

み
候

医

者

、
此
節

に
至

り
見

廻
候

と

て
役

に
も
立

ま

し
く
、

却
而

見
廻

ぬ
方

か

増

な

る

へ
し

と
被
仰

候
。

、
清

右
衛

門
申

候

は
、
折

々
御

う

は
言
被

仰
候

。
私

は
誰

に
や
御

存
候

に
候

哉

と
申
上

候

へ
は
、

随
分

気

は
た

し

か
な

り

と

(44

ウ
)
被
仰

候
。

、
夜

五

ッ
時
頃

よ
り
水

気
益

昇
進

し

て
御

も
ど
し
可
被

成
御

様

子

に
付

、

御
胸

の
邊

へ
あ

て
も

の

い
た
し
置

候
処

、
程

な
く
水

二
三
合

程
御

戻

し

被

成
候
。
御

も
ど

し
被
成

候

へ
は
、
御

心
も

ち
よ

ろ
し
き

よ
し
被

仰
候

。

御
臨

終

ま

て
已
上

四
五

度
水

を
御

戻

し
被
成
候

。

、
此
折

か
ら

お
蔦

泣
候

へ
は
、
お

つ
た

が
起
候

と
御
世

話
有

之

候

に
付

、

清

右
衛

門
附

居
候

上

は
、

お

つ
た

に
は
風

も
引

せ
申

ま
し

ぐ
候

。

ケ
様

之

事

に
御
世

話
被
成

候

は
、

御
病

気
之

障

に
相

成
可

申
と

申
候

へ
は
御

笑

ひ
被

成
、

只

ケ
や
う

に
申

て
見

た
斗

也

と
被

仰
候

。

(
45
オ

)

、

御
水
気

之

昇
進

い
た
し
候

を

と

ゾ
め
申

べ
き
と
、

金
毘

羅

の
撫
御

符

に
て
御

胸
を

撫
、

お
添

殿

口

の
内

に
而

念
仏

を
被

唱
候

へ
は
、

皇
右

衛

門

様

に
も
念

佛
十

遍
程

御

唱
被
成

候
。

其
後

は
う

は
言

は
不
被

仰
候

。

、

大

小
を
枕

元

に

か
ざ

り

置
可
申

と
被

仰
候

に
付

、
刀
懸

を
枕

元

へ
出

し
置
申

候
。

折
節

脇
差

斗

有
之
候

に
付
、

お
添
殿

刀
を

と
り

に
被
立

候

へ
は

、
夜
中

出

し

に
く

》
は
脇
差

斗

に

て
も
よ
し

と
被
仰

候

へ
と
も
、

清

右

衛
門
大

小

と
も
か
ざ

り
置
可

然
と
申

候
而
、
大
小

か
ざ
り

置
申

候
。

、
其
後

清
右

衛
門

お
添

お
き
く

と
御

呼
被
成

候

に
付
、
皆

々
是

に
居
候

よ
し
申

候

へ
は
、
今

晩

お
秀

は
何

方

に

(
45
ウ
)
ふ
せ

り
候

哉

と
被

仰
候
。

此
時

お
秀

は
不

参
合

候
得

と

も
、

お
秀
も

参
り
居

候

と
思
召

候

と
奉
察

候
儀

に
御
座

候

。

、
其

後
益

御
息

遣
あ

し
く

相
見

へ
申

候

に
付
、
御

心
持

は

い
か

》
に
や

と
伺

候
庭

、
心

も

ち
は
何

も

か
わ

る
こ

と
も
無
之

候
。
併

此
息

遣

ひ
の

せ
は
し

く
成
候

は

い
か
な

る
事

に
や
と
被

仰
候

に
付
、

清
右

衛

門
夫

は

御

水
気

之
昇
進

い
た
し
候
故

に
候

と
申

上
候
得

は
、
げ

に
も

と
被

仰
候

。
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一
、
其
後
は
何
事
も
不
被
仰
、
御
自
身
御
合
掌
被
成
御
足
を
ち
ゴ
め
、
御

覚
期
よ
き
御
様
子
に
て
程
な
く
御
臨
終
被
成
候

へ
は
、
亥
刻
之
拍
子
木

を
打
き
り
申
候
刻
限
に
有
之
候
。
清
右
衛
門
を
は
じ
め
皆
々
(46
オ
)共

に
死
ん
斗
に
歎
き
か
な
し
み
候
。
今
晩
は
清
右
衛
門
お
き
く
傍
に
通
夜

 
い
た
し
居
申
候
。
久
吾
殿
泊
番
に
付
、
明
早
朝
し
ら
せ
可
申
と
、
其
盤

に
差
置
申
候
。
今
日
は
彼
岸
之
中
日
に
て
、
誠
に
御
定
業
と
は
申
な
か

ら
、
親
と
も
兄
と
も
奉
存
候
壼
右
衛
門
様
に
奉
別
候
清
右
衛
門
心
之
内
、

中
々
筆
紙
に
尽
し
か
た
く
候
。
御
病
中
綾
に
二
十
三
日
也
。

へ
抑
壷
右
衛
門
様
、
宝
暦
九
己
卯
年
十
月
三
日
に
御
誕
生
被
成
、
當
年
四

十
歳

に
被
為
成
候
。
去
る
天
明
五
乙
巳
年
[十
月
]、
當
山
口
家
え
御
有

附
被
成
、
御
勤
仕
十
四
年
也
。

一
体
御
記
億
能
御
生
れ
に
て
、
御
役
方

御
壱
人
に
而
御
(46
ウ
)引
請
御
勤
被
成
候
に
付
、 

上
に
も
此
人
な
く

て
は
と
被
思
召
、
追
々
に
御
取
立
有
て
、
十
三
両
三
人
扶
持
を
被
宛
行
、

西
田
仙
右
衛
門
殿
差
次
之
用
人
役
御
勤
被
成
候
。
ケ
様
之
寵
臣
に
て
被

成
御
座
候
得
は
、 

殿
様
に
も
殊
之
外
惜
み
思
召
、
家
中
下
々
迄
を
し

み
不
申
者
も
無
之
候
。
去
る
八
日
の
頃
、
仙
右
衛
門
殿
見
廻
に
被
参
候

而
、
さ
ま
ぐ

物
語
有
之
、
其
夜
同
役
纒

門
助
殿
被
参
、
御
役
方
不

審
之
事
共

一
々
被
承
候
庭
、
御
病
苦
も
無
御
厭
、
委
く
傳
達
被
成
候
由
、

跡
に
而
お
添
殿
物
語
に
候
。
誠
に
藩
亭

一
人
之
家
来
也
と
 
殿
様
に
も

追
々
御
愁
傷
に
思
召
候
由
聞
へ
申
候
き
。
(47
オ
) 
 

(以
下
次
回
)
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